


このユーザーズマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置い
ておくようにしてください。

安全にかかわる表示について
このプリンタを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアルの指示に従って操作してくださ
い。
このユーザーズマニュアルには装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、どうす
れば危険を避けられるかなどについて説明されています。
また、装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

ユーザーズマニュアルならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用語
を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを
示します。

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれ
があることを示します。

危険に対する注意・表示は次の三種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を
持つものとして定義されています。

警 告�

注 意�

この記号は注意を怠ると、危険が発生するおそれがあることを表します。記
号内の絵表示は危険の内容を図案化したものです。（注意の喚起）

この記号は行為の禁止を表します。記号内や近くの絵表示はしてはならない
行為の内容を図案化したものです。（行為の禁止）

この記号は行為の強制を表します。記号内の絵表示はしなければならない行
為の内容を図案化したものです。危険を避けるためにはこの行為が必要で
す。（行為の強制）



ユーザーズマニュアルおよび警告ラベル
で使用する記号とその内容

注意の喚起

感電のおそれがあることを示し
ます。

発煙または発火のおそれがある
ことを示します。

火傷を負うおそれがあることを
示します。

指などをはさまれるおそれがあ
ることを示します。

行為の禁止

プリンタを分解・修理・改造し
ないでください。感電や火災の
おそれがあります。

行為の強制

プリンタの電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。火災
や感電のおそれがあります。
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はじめに

本マニュアルは、NEC日本語シリアルプリンタPC-PR101/63を正しくご使用いただくための手引きで
す。

PC-PR101/63はNECのPCシリーズパーソナルコンピュータに対応する日本語シリアルプリンタで、ユー
ザの様々なニーズに応えるため豊富な機能を備えております。本マニュアルには、プリンタの設置、操作、
日常保守に必要な情報が記載されておりますので、日常プリンタを使用する上でわからないこと、具合の
悪いことが起きたときに是非ご利用ください。

なお、プリンタの仕組みやプリンタを動かすための命令などについて詳しく知りたい方、自分でプログラ
ミングをされる方は、別売の『日本語シリアルプリンタ言語201PLリファレンスマニュアル』をご覧くださ
い。

製造番号は品質管理の上で必要不可欠なものです。プリンタ本体に表示されている製造番号と、『保証書』
に記載されている製造番号が一致しているかをお確かめください。

初版 1992年 4月
第6版 2004年12月
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マニュアルの構成と読み方

この『PC-PR101/63ユーザーズマニュアル』は、次のような構成になっています。PC-PR101/63を初め
てお使いになる方は、まず第1章を読み、次に第2章に従ってプリンタを使用するための準備を行ってくだ
さい。

第1章　安全にお使いいただくために

プリンタを安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。

第2章　初めてお使いになるとき

本プリンタを初めて使用する方が最初に行わなければならないことについて、一つ一つ手順を追って説明
しています。また、プリンタ各部の名称とその機能について説明しています。プリンタ使用中に扱い方の
分からない部品があったとき、またこのマニュアルを読んでいて知らない部品名に出会ったときなどは確
認してください。

第3章　用紙の取り扱い

カット紙、連続紙、はがきの取り扱い方法を、用紙のセットを中心に説明しています。

第4章　PC-PR101/63を使いこなそう

操作パネル上のスイッチやランプ一つ一つの機能についてその概要を示し、あわせてプリンタが持ってい
る様々な便利な機能、プリンタの設定のうちユーザの好みや使用環境に応じて変更することのできる設定
と、その変更方法について説明しています。

第5章　日常の保守

プリンタを正常に動作させ、高品位な印字を保つためにユーザにぜひ守っていただきたい基本的な事項に
ついて説明しています。

第6章　故障かな？と思ったときは

プリンタが思うように動作しなかったり印字の状態がよくなかったりしたときには、故障を疑う前にまず
この章をお読みください。保証や修理の依頼についても記載されています。プリンタを運搬するときの準
備についても書かれていますので、運搬が必要な場合にはご覧ください。

第7章　オプション

本プリンタに用意されている様々なオプションの使い方について説明しています。プリンタをより使いや
すく、より高性能にするために、用途にあったオプションを利用してください。

付録

プリンタの仕様、用紙の規格と印字範囲、初期状態、およびインタフェースに関する情報を記載していま
す。制御コード表、文字コード表、テスト印字サンプルも載っています。インジケータ表示と操作の一覧
図はクイックリファレンスとしてご利用ください。

なお、巻末には用語解説と索引がありますので必要に応じてご活用ください。
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本文中で使用の記号の意味

このユーザーズマニュアルでは、表紙の裏の「安全にかかわる表示について」で説明した記号のほかに、本
文中で次の2種類の記号を使っています。それぞれの記号の意味を次に示します。

記号 内　　容

この注意事項および指示を守らないと、プリンタを含むコンピュータシステムに影響を与える障害が
発生するおそれがあることを示しています。

この注意事項および指示を守らないと、プリンタが正しく動作しない可能性があることを示していま
す。

重要�

チェック✔
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PC-PR101/63の特長

PC-PR101/63は、パーソナルユースからオフィスユースまで広範な使い方ができるプリンタです。24本
のピンにより文字や図形をいろいろな用紙に表現することができます。

いろいろな用紙が使用できます！

■ B4、A4、B5、A5などの様々なサイズのカット紙、連続紙に印字できます。はがきや複写式の用紙
も使えます。

■ 連続紙の一時退避・復帰機能により、連続紙を取り除くことなくカット紙に印字できます。

■ シートフィーダ（オプション）を取り付ければ、カット紙を連続して給紙できます。

■ トラクタフィーダ（オプション）を取り付ければ、厚い連続紙や複写式の連続紙でも正確に送ることが
できます。

操作が簡単です！

■ 電源スイッチも操作パネルもプリンタの前面に配置されており、操作しやすくなっています。

■ ひと目で分かるランプ表示とメリハリのあるスイッチで、操作が簡単、確実に行えます。

便利な縮小印字ができます！

■ 印字データを2／3、4／5に縮小することができるので、例えばB4サイズのデータをA4サイズの用紙
に印字することができます。

印字できる文字が多彩です！

■ 英字をはじめとする外国文字、漢字、ひらがな、カタカナ、数字、CGグラフィック、罫線のほか、
自分でデザインした文字や図形を印字できます。

■ 1バイト系の文字については、標準的なフォントのほかにイタリック、クーリエ、ゴシックで印字で
きます。

■ 様々な修飾文字を印字できます。

■ 8×8倍までの拡大文字や1/2の縮小文字が印字できます。

■ JIS第1水準およびJIS第2水準の漢字を横書きでも縦書きでも印字することができます。



vii

カラー印字ができます！

■ カラーキット（オプション）を取り付けることにより7色のカラー印字ができます。

ランニングコストが安くなります！

■ カラーキット（オプション）を取り付ければ、インクリボンの寿命の長いロングライフインクリボン
カートリッジを使用してランニングコストを安くすることができます。
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1章
安全にお使い
いただくために

警告ラベルについて
PC-PR101/63プリンタ内の危険性を秘める部品の上、またはその近くには警告ラベルが貼り付けられて
います。これはプリンタを操作する際考えられる危険性を、常にお客様に意識していただくためのもので
す。
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もしこのラベルが下記の位置に貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどのためラベ
ルの内容がわからないときは、サービス窓口にご連絡ください。

これらの警告内容については、次の項目「安全上のご注意」で説明しますが、本書内で随時説明します。

上から見た図(カバーオープン時）

高 温 注 意�
印字動作で印字ヘッドは�
高温になる場合があります。�
火傷に注意して下さい。�
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安全上のご注意
以下に示す注意事項は本プリンタを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容を
よく読んで、プリンタをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏の説明を参照してく
ださい。

設置場所を決める前に

注 意�

指定以外の電圧で使用しない

電源は指定された電圧、電流の壁付きコンセン
トをお使いください。指定外の電源を使うと火
災や漏電になることがあります。

200 V�
�

ほこり・湿気の多い場所で使用しない

プリンタをほこりの多い場所、給湯器のそばな
ど湿気の多い場所には置かないでください。火
災になることがあります。

プラグ部分はときどき抜いて、乾いた布でほこ
りやゴミをよくふき取ってください。ほこりが
たまったままで、水滴などが付くと発熱し、火
災になることがあります。

日の当たるところには置かない

プリンタを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所
には置かないでください。そのままにすると内
部の温度が上がり、プリンタが正常に動作しな
いばかりか、火災になることがあります。

不安定な場所に置かない

プリンタを縦型OAラックなど不安定な場所には
置かないでください。けがや周囲の破損の原因
となることがあります。



4

注 意�

電源コードをたこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れるので、コ
ンセントが過熱して火災の原因となることがあ
ります。

電源コードは乱暴に扱わない

電源コードを無理にねじったり、束ねたり、も
のを載せたり、はさみ込んだりしなりでくださ
い。コードが破損し、火災や感電の原因となり
ます。

電源プラグは中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでく
ださい。中途半端な差し込みは接触不良の発熱
による火災の原因となることがあります。また
中途半端な差し込み部にほこりがたまると、水
滴などが付いたとき発熱し、火災の原因となる
ことがあります。

プリンタを設置するとき
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設置後および操作中

警 告�

分解・修理・改造はしない

ユーザーズマニュアルに記載されている場合を
除き、分解したり、修理・改造を行ったりしな
いでください。プリンタが正常に動作しなくな
るばかりでなく、感電や火災の原因となるおそ
れがあります。

針金や金属片を差し込まない

通気孔などのすきまから金属片や針金などの異
物を差し込まないでください。感電のおそれが
あります。

煙や異臭、異音がしたら電源をOFFに
する

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、た
だちに電源スイッチをOFFにして電源プラグを
コンセントから抜いてください。その後販売店
にご連絡ください。そのまま使用すると火災の
原因となるおそれがあります。
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注 意�

雷が発生しそうなときは装置に触らない

火災・感電の原因となります。雷が発生しそう
なときは電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。また雷が鳴りだしたらケーブル類も含
めて装置には触らないでください。

濡れた手で電源プラグを抜かない

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜
いてください。また、ぬれた手で抜き差しをし
ないでください。感電するおそれがあります。

プリンタ内に水や異物を入れない

プリンタ内に水などの液体、ピンやクリップな
どの異物を入れないでください。火災や感電、
故障の原因となります。もし入ってしまったと
きは、すぐ電源をOFFにして、電源プラグをコ
ンセントから抜いてください。分解したりしな
いで販売店に連絡してください。

プラグの抜き差しは電源コードを引っ
張らない

電源プラグを抜くときは必ずプラグ部分を持っ
て行ってください。コード部分を引っ張ると
コードが破損し、火災や感電の原因となるおそ
れがあります。

電源コードに薬品類をかけない

電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないで
ください。コードの被覆が劣化し、感電や火災
の原因となることがあります。

損傷した電源コードは使わない

損傷した電源コードはすぐ同じものと取り替え
てください。損傷部分を補修してお使いになら
ないでください。ビニールテープなどで補修し
た部分が過熱し、火災や感電の原因となるおそ
れがあります。
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注 意�

高温注意

プリンタの内部には、使用中に高温になる印字
ヘッドという部品があります。カバーを開けて
作業する場合は、十分に冷めてから行ってくだ
さい。

お子様に注意

インクリボンカートリッジはお子様の手の届か
ない所に保管してください。インクリボンをな
めたりすると健康を損なうおそれがあります。

巻き込み注意

プリンタの動作中は用紙挿入口に手や髪の毛を
近づけないでください。髪の毛を巻き込まれた
り、指をはさまれたりしてけがをするおそれが
あります。

印字中は電源をOFFにしない

印字中はプリンタの電源をOFFにしないでくだ
さい。故障の原因となります。

排気孔をふさがない

プリンタ背面の排気孔をふさがないでくださ
い。プリンタ内の温度が異常に高くなると、正
しく動作しなくなることがあります。

携帯電話等をプリンタの近くで使用し
ない

携帯電話、PHS、無線通信機をプリンタの近く
で使用しないでください。プリンタが異常動作
するおそれがあります。

印刷中�
No!
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落雷などが原因で瞬間的に電圧が低下すること
があります。この対策として交流無停電電源装
置などを使用することをお勧めします。

オプションは本プリンタ専用のものをお使いく
ださい。専用でないものは、たとえ取り付ける
ことができても正常に動作しないばかりか、プ
リンタ本体が故障することがあります（型番など
については2章の「別売品の紹介」（10ページ）を参
照してください。

プリンタケーブルやオプションの取り付け、取
り外しを行うときは、電源をOFFにしてから
行ってください。電源が入ったまま行うと誤動
作や故障の原因となります。

定期的にプリンタを清掃してください。清掃の
方法については5章の「プリンタのお手入れ」（86
ページ）を参照してください。

正しく動作させるために

ご用意いただいたプリンタケーブルがお客様の
コンピュータに合っていることを確認してくだ
さい。

OK!

OFF
ON

2

1
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2章
初めてお使いに
なるとき

知っておきたいこと

取り扱い上の注意

本プリンタを正しく安全に使用するために、次のことは必ず守ってください。

■ 電源がONになっているときは、印字ヘッドを手で動かさないでください。

■ 長時間印字を続けた後は印字ヘッドが高温になっていますので、手を触れないでください。

■ 印字動作中には電源をOFFにしないでください。

■ 電源コードのプラグを抜くときには、必ず電源スイッチをOFFにしてからプラグを持って抜いてくだ
さい。

■ プリンタ内にクリップ、ピンなどの異物を落とさないように注意してください。もし落ちたときは、電
源をOFFにして電源コードのプラグをコンセントから抜き、異物を完全に取り除いてから使用してく
ださい。

■ 接続したコンピュータの電源をOFFにしたときは、必ずプリンタの電源もOFFにしてください。

■ 必ず用紙をセット・吸入し、インクリボンカートリッジを取り付けた状態で印字してください。用紙を
吸入しないまま、あるいはインクリボンカートリッジを取り付けないまま印字すると、印字ヘッドやプ
ラテンを傷つけることがあります。

■ インクリボンカートリッジは必ずNEC指定のものを使用してください。また、印字が薄くなったとき
は交換してください。

■ 用紙は規格内のものを使用してください。湿った紙は使用しないでください。

■ プリンタの近くでラジオを聞いているときラジオに雑音が入ることがあります。その場合にはラジオを
プリンタから離してください。
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別売品の紹介

オプション

本プリンタには次のようなオプションが用意されています。必要に応じてお買い求めください。

項　番 品　　名 型　　番

1 カラーキット PC-PR201GS-11

2 トラクタフィーダ PC-PR101GS-03

3 シートフィーダ PC-PR101GS-04

4 日本語シリアルプリンタ言語201PLリファレンスマニュアル PC-PR201PL-RM

5 プリントサーバ（LANアダプタ） PR-NP-07

6 USBプリンタケーブル PR-CA-U02
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1 カラーキット
カラー印字を行うために使います。寿命の長い
ロングライフインクリボンカートリッジを使う
場合にも必要です。カラーキットにはカラーイ
ンクリボンカートリッジ（PC-PR101G2-01）
が1個添付されています。

2 トラクタフィーダ
複写式の連続紙など、用紙送りに高い精度が要
求される連続紙に印字するときに使います。
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10/100BASE

10BASE
100BASE

STATUS
DCIN 5V

5 プリントサーバ（LANアダプタ）
パラレルインタフェース直付け型のLANア
ダプタです。

4 日本語シリアルプリンタ言語201PLリファレ
ンスマニュアル
NEC日本語シリアルプリンタの制御コード
（201PL）について解説したマニュアルです。

日本語シリアルプリンタ言語

リファレンスマニュアル

3 シートフィーダ
カット紙やはがきを自動的に連続給紙します。
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6 USBプリンタケーブル
プリンタをパーソナルコンピュータのUSB
ケーブルに接続するためのケーブルです。
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消耗品

本プリンタでは次のような消耗品を用意しています。消耗品を交換するときは、必ず指定のものと交換し
てください。

項　番 品　　名 型　　番
可能印字数

NHSパイカ 漢　字

1 インクリボンカートリッジ(黒) PC-PR201G-01 約350万字 約150万字

2 カラーインクリボンカートリッジ PC-PR101G2-01 約100万字 約50万字

3 ロングライフインクリボンカートリッジ PR201/80LA-01 約700万字 約300万字

1 インクリボンカートリッジ（黒）
黒単色印字のためのインクリボンカートリッジ
です（標準添付品と同一）。

2 カラーインクリボンカートリッジ
カラー印字のための4色インクリボンカート
リッジです。このカートリッジを使うためには
カラーキット（オプション）が必要です。
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チェック�✔
蘆 印字品位を保つために、インクリボンカートリッジは使用期限内にお使いください。

蘆 NEC指定以外のインクリボンの使用は印字ヘッドの寿命を縮めたり、印字障害およびプリンタ本体の
故障の原因となる場合があります。この場合、無償修理の対象外となります。必ずNEC指定のものを
ご使用ください。

3 ロングライフインクリボンカートリッジ
ランニングコストを安くするための長寿命イン
クリボンカートリッジです。このカートリッジ
を使うためにはカラーキット（オプション）が必
要です。
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用紙について

本プリンタで使用できる用紙の種類やサイズは次のとおりです。

チェック�✔
プリンタの印字に関する各種寸法の基本単位はmmです。そのため本マニュアルでも長さの単位としてmm
で説明することが多くなっています。1インチは約25.4mmです。

カット紙

■ 市販のカット紙は、一般にA判またはB判とよばれる定型用紙です。本プリンタでは、B4、A4サイズ
の用紙を縦置きで、B5、A5サイズの用紙を縦置きまたは横置きで使用できます。

B4：257mm（横）×364mm（縦） B5：182mm（横）×257mm（縦）
A4：210mm（横）×297mm（縦） A5：148mm（横）×210mm（縦）

■ カット紙は一般の書籍と同様にまとめやすく取り扱いが便利ですが、用紙のセットに手間がかかりま
す。大量のカット紙に印字するときはシートフィーダ（オプション）を使用することをおすすめします。

シートガイド使用時

約127～257mm
（5～10.1インチ）

約148～216mm
（5.8～8.5インチ）

シートフィーダ使用時

約91.4～364mm
（3.6～14.3インチ）

約109～364mm
（4.3～14.3インチ）

あいうえお

あいうえお

縦置き 横置き

用
紙
送
り
方
向
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連続紙

■ 連続紙はミシン目で折りたたんだ状態で保存されています。ミシン目の間隔は、縦方向に279.4mm（11
インチ）のものと304.8mm（12インチ）のものが一般的です。幅は、254mm（10インチ）のものと
381mm（15インチ）のものが一般的ですが、本プリンタでは254mm（10インチ）以下のものしか使えま
せん。

■ 連続紙はプッシュトラクタやトラクタフィーダ（オプション）を使って連続的に送ることができます。

はがき

■ 官製はがき、およびその同等品を縦置きまたは横置きで使えます。

用紙の質については、一般的なコピー用紙や連続紙を使う場合はほとんど問題ありません。複写式の用紙
など特殊な用紙を使うときには、付録の「用紙の規格と印字範囲」（130ページ）をご覧ください。なお、再
生紙のご利用については、お買い求めの販売店または添付の「サービス網一覧表」に記載されているサービ
ス窓口にご相談ください。

各種用紙の印字可能範囲については、付録の「印字範囲」（132ページ）をご覧ください。

127～406.4mm
(5～16インチ)

100mm

148mm
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箱の中身を確認しよう

箱を開けてプリンタ本体と付属品を取り出したら、次に示すものがすべてそろっているかどうかを確認し
てください。もし何か足りないものがあれば、すぐにプリンタの販売店に連絡してください。

■ ユーザーズマニュアル（本マニュアル）
■ 保証書

■ リファレンスシート
■ NECサービス網一覧表

次に、本体と付属品を点検してください。万一損傷のある場合には、販売店に連絡してください。

重要�

蘆『保証書』と『NECサービス網一覧表』は大切に保管してください。

蘆 箱や梱包材はプリンタを運搬するときに必要となりますので保存しておいてください。

蘆 プリンタケーブルは付属しておりません。ご使用のコンピュータに接続できる適切なプリンタケーブル
を別途ご用意ください（125ページ参照）。

プリンタ本体

シートガイド

インクリボン
カートリッジ（黒）

電源コード
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プリンタの準備

保護用部品を取り除く

プリンタ本体には保護用部品が取り付けられています。保護用部品は運搬時の衝撃からプリンタを守るた
めのもので、プリンタを使用するときには必要ありません。次の手順で保護用部品を取り除いてください。

キャリアストッパ

ユニットホルダ

笊 トップカバーを開けます。トッブカバーの透
明部分の側面にあるくぼみに指をかけ、手前
に起こして下さい。

笆 茶色のキャリアストッパを取り外します。

笳 赤色のユニットホルダを矢印の方向に持ち上
げて引き抜きます。

チェック�✔
保護用部品はプリンタを運搬するときに必
要となりますので保存しておいてくださ
い。
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インクリボンカートリッジを取り付ける

次の手順で添付のインクリボンカートリッジを取り付けてください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

笊 用紙厚さセットレバーをいちばん手前側（10
の位置）にします。

笆 トップカバーを開けます。

笳 カートリッジホルダをプリンタの左右中央付
近に手で移動します。

笘 インクリボンカートリッジに付いている赤色
のストッパを外します。

笙 NECマークのある面が上になるようにしてイ
ンクリボンカートリッジを持ちます。リボン
がたるんでいる場合は、フィードノブを矢印
の方向（反時計方向）に回してたるみをとって
ください。
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笞 インクリボンカートリッジの左右の突起を
カートリッジホルダの左右の溝に合わせま
す。次に、リボンが印字ヘッドとカードホル
ダの間に入るようにし、フィードノブを使っ
てリボンのたるみをとりながらインクリボン
カートリッジ全体を静かに押し込みます。カ
チッと音がしたら取り付け完了です。

笵 フィードノブを回してリボンが軽く動くこと
を確認します。

笨 トップカバーを閉めます。
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シートガイドを取り付ける

シートガイドは、カット紙を手差しで1枚ずつセットするときに使います。次の手順でシートガイドを取
り付けてください。

笊 シートガイドの左右にある突起をプリンタ上
面の切り込みに真上から差し込みます。シー
トガイドカバーが開かないように手で押さえ
ながら差し込んでください。

笆 シートガイドが図のように立っていることを
確認してください。
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OFF ON

電源コードを接続する

次の手順で電源コードを接続してください。なお、電源コードは添付のものを使用し、必ずAC100V、50/
60Hzの電源コンセントに接続してください。

笊 プリンタの電源スイッチがOFFになっている
ことを確認します。

笆 電源コードの三極プラグをプリンタ背面の電
源用コネクタに差し込みます。

笳 電源コードのもう一方のプラグをコンセント
に差し込みます。
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テスト印字をしてみよう

プリンタをコンピュータに接続する前に、テスト印字を行ってプリンタの動作や印字の状態を確認しましょ
う。

テスト印字には254mm（10インチ）幅の連続紙、またはA4サイズのカット紙を縦置きにして使用します。
ここでは、A4サイズのカット紙を使う場合を例にとってテスト印字の手順を説明します。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

POWER

OFF ON

POWER
電源�

用紙�
�

P.E

Ａ4
４�

Ａ4
４�

笊 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笆 用紙厚さセットレバーを3の位置にします。

笳 電源をONにします。電源ランプと用紙ランプ
が点灯します。

笘 シートガイドカバーを開けます。シートガイ
ドを手で押さえながらシートガイドカバーを
引き上げ、手前に倒してください。

笙 シートガイド上の用紙スケールを参考にし
て、左右のぺーパセットピースをA4用紙縦置
きの幅に合わせます。
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POWER
電源�

用紙�
�

P.E

吸入／退避�
�

改頁�

POWER

OFF ON

笞 シートガイドカバーを閉じます。

笵 A4用紙を縦置きにしてぺーパセットピースの
間に挿入し、突き当たるまで差し込みます。
用紙ランプが消灯すれば用紙のセット完了で
す。

笨 吸入／退避スイッチを押します。用紙が自動
的に吸入されます。

笶 電源をOFFにします。

筐 改頁スイッチを押しながら再び電源をONにし
ます。数秒後にテスト印字が始まるので、そ
れまで改頁スイッチを押し続けてください。

重要�

1ページ分印字し終わると、用紙ランプが点
灯し、テスト印字が中断します。このまま
テスト印字を終了させるときは手順筺に進
んでください。テスト印字を続けたいとき
は、排出／カットスイッチを押して印字済
み用紙を排出してから、新しいA4用紙を
セットして吸入／退避スイッチを押してく
ださい。印字可スイッチを押すとテスト印
字が再開します。
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筺 プリンタが正常にテスト印字を行っているこ
とが確認できたら、印字可スイッチを押しな
がら改行スイッチを2回押してテスト印字を終
了させます。

改行� 印刷可�
L.F SEL 排出／カット�

笄 印字可スイッチを押して印字可ランプを消灯
させます。

筍 排出／カットスイッチを押して用紙を排出し
ます。

チェック�✔
蘆 テスト印字の詳細については、第4章の
「テスト印字」（61ページ）をご覧くださ
い。

蘆 テスト印字の結果は付録の「テスト印字
サンプル」（148ページ）に載っていま
す。

テスト印字が終わったら、印字の状態を確認してください。もし文字の一部が欠けていたり文字の周囲が
汚れていたりしたときは、「インクリボンカートリッジを取り付ける」（20ぺ一ジ）に従ってインクリボン
カートリッジを取り付け直し、もう一度テスト印字を行ってください。それでも印字の状態が良くならな
い場合には、お買い求めの販売店に連絡してください。



27

　

２
　
初
め
て
お
使
い
に
な
る
と
き

POWER

OFF ON

コンピュー夕に接続する

本プリンタにはプリンタケーブルが添付されておりません。プリンタをコンピュータに接続するには、別
売のプリンタケーブルをお買い求めいただく必要があります。プリンタケーブルのタイプは、コンピュー
タによって異なります。本プリンタを接続するコンピュータに合ったプリンタケーブルを販売店でお求め
ください。詳細については「プリンタケーブル」（125ページ）を参照してください。（使用するコンピュータ
が表に記載されていない場合には、お買い求めの販売店、または添付の「NECサービス網一覧表」に記載さ
れているサービス窓口にお問い合わせください。）次の手順でプリンタケーブルを接続してください。

笊 プリンタおよびコンピュータの電源スイッチ
をOFFにします。

重要�

電源スイッチがONになっている状態で接続
すると故障の原因になることがあります。
必ず0FFになっていることを確認してくだ
さい。

笆 プリンタケーブルのコネクタをインタフェー
ス用ソケットに差し込み、固定用ワイヤで抜
けないように固定します。

笳 プリンタケーブルのもう一方のコネクタをコ
ンピュータに接続します。（コンピュータのイ
ンタフェース用ソケットの位置については、
コンピュータに添付されているマニュアルを
ご覧ください。）
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ソフトウェアのインストールについて

Windows 95以降、Windows NT4.0以降のOSをお使いの場合は、OS標準のプリンタドライバをお使い
ください。OS標準のプリンタドライバをインストールする方法は、次のとおりです。

漓［スタート］メニュー→［設定］→［プリンタの追加］よりインストールを開始する。

滷 順にインストールを進め、［製造元］一覧から［NEC］を選択する。

澆［プリンタ］一覧から［NEC PC-PR101/63］を選択し、インストールを実行する。

アプリケーションソフトウェアのプリンタ設定について

アプリケーションソフトウェアで作成したデータをプリンタで印字するためには、アプリケーションソフ
トウェア上で使用するプリンタを設定する必要があります。適切なプリンタを設定しないと思いどおりの
印字結果を得ることができません。

本プリンタを使用する場合、アプリケーションソフトウェアのプリンタ設定を行うときには次の優先順位
で機種を選択してください。

1．PC-PR101/63
2．PC-PR101/60
3．PC-PR101GS
4．PC-PR101G2、PC-PR101G、PC-PR101E2、PC-PR101E
5．上記以外のPC-PR101系プリンタ（PC-PR101、PC-PR101F等）

＊ 選択するプリンタによっては、印字結果がアプリケーションソフトウェアでの設定と一部異な
ることがありますので注意してください。

設定の方法については、各アプリケーションソフトウェアの説明書をご覧ください。
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漓シートガイド 滷ぺーパセットピース

澆シートガイドカバー

潺トップカバー

潸電源スイッチ

澁操作パネル

各部の名称と機能

A4 B5 PC B5 A4

5 4 3 2 1 O 41 2 3 5

漓 シートガイド

カット紙を1枚ずつ手差しでセットするときに使います。カット紙を簡単に中央にセットできるよう
に、用紙スケールが刻印されています。

連続紙を使用するときには、排出された連続紙が再びプリンタに引き込まれるのを防ぐためのカバーと
して使います。

滷 ぺーパセットピース

シートガイドにセットしたカット紙がプリンタにまっすぐに吸入されるように、カット紙の左右端をさ
さえます。

澆 シートガイドカバー

排出されたカット紙が再びシートガイドから引き込まれるのを防ぐためのカバーです。

連続紙に印字するときには印字音を小さくするために閉じておきます。また、シートガイドカバーを開
けたとき奥側になるエッジは連続紙をカットするときに使います。

澀カードスロット
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潺 トップカバー

ほこりがプリンタ内部に入るのを防ぐためのカバーです。

潸 電源スイッチ

電源をON/OFFするスイッチです。本プリンタは、電源スイッチをONにすると次のような動作を行い
ます。

1. 操作パネルのすべてのランプが点灯します。
2. 印字ヘッドが左端に移動します。（すでに左端にあった場合には移動しません。）
3. 用紙がセットされていれば、電源ランプ、給紙ランプ（どちらか片方）、印字可ランプ以外のランプ
は消灯します。用紙がセットされていないときは、電源ランプ、給紙ランプ（どちらか片方）、用紙
ランプ以外のランプが消灯します。

澁 操作パネル

プリンタを動作させたり、設定を変更したり、状態を表示したりするためのスイッチ、ランプ、インジ
ケータがある部分です。詳細については第4章「PC-PR101/63を使いこなそう」で説明しています。

澀 カードスロット

カードスロットには何も取り付けないでください（誤動作防止のため）。

潯 インタフェース用ソケット

インタフェースケーブル（プリンタケーブル）を接続するためのソケットです。コンピュータから送ら
れてくる印字データの入り口にあたります。

潛 アース端子（アース線取リ付け用ネジ）

アースを取るための端子です。アース設備に接続してプリンタを使用することをお勧めします。

濳 電源用コネクタ

電源コードの三極プラグを接続するためのコネクタです。

潭 プラテンノブ

プラテンを回転させ、手動で用紙を送るためのつまみです。時計方向に回すと用紙が順方向に送られま
す。紙づまりなどのときに使います。

潯インタフェース用ソケット

潭プラテンノブ

濳電源用コネクタ

潛アース端子（アース線取り付け用ネジ）
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澂 プッシュトラクタ

連続紙に印字するときに使います。トラクタカバー、トラクタピン、ロックレバーなどから構成されて
います。

潼 ぺーパセレクションレバー

使用する用紙がカット紙か連続紙かによって用紙送りの方式を切り替えるレバーです。カット紙を使用
するときは手前側に、連続紙を使用するときは奥側にします。

潘 フィードローラユニット

用紙を引き上げ、用紙送りを安定させるユニットです。フィードローラとベールローラガイドで構成さ
れています。

澎 プラテン

用紙の裏面をささえるゴム棒です。回転することによって用紙を送ります。

澑 インクリボンカートリッジ

インクリボンをおさめたカートリッジです。インクリボンは、このカートリッジごと交換します。

濂 カートリッジホルダ

インクリボンカートリッジを取り付ける部分です。

潦 印字ヘッド

インクリボンをはさんで用紙に打ちつける部分です。

重要�

印字ヘッドは動作にともなって発熱するので、連続印字後はしばらく手を触れないでください。

澡用紙厚さセットレバー

濂カートリッジホルダ 澑インクリボンカートリッジ潦印字ヘッド

澂プッシュトラクタ

潼ペーパセレクション
　レバー

潘フィードローラ
　ユニット

澎プラテン

澳カードホルダ

澣ベールローラガイド
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澳 カードホルダ

プリンタが用紙を吸入したり印字したりするときに用紙をささえる透明なプラスチック板です。カード
ホルダの左右には、印字行位置の目安となる2本の凸状の線があります（文字はこの線の間に印字され
ます）。

澣 ベールローラガイド

用紙排出を案内するためのプラスチック板です。表面に印字桁位置の目安となる目盛り（カラムスケー
ル）が刻印されています。
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用紙、枚数 レバー位置の目安

坪量64g/m2（連量55kg）1枚 3

坪量81.4g/m2（連量70kg）1枚 4

坪量39.5g/m2（連量34kg）4枚 7

はがき 6

澡 用紙厚さセットレバー

プラテンと印字ヘッドとの間隔を11段階で調整するレバーです。これにより、用紙の厚さや複写式用
紙の複写枚数に合った最適な印字濃度（印字圧力）が得られます。

プラテンと印字ヘッドの間隔は10（いちばん手前）が最大、0（いちばん奥）が最小となります。用紙にイン
クリボンの汚れが付くようなときは間隔が狭すぎるのでレバーを10の方へ動かします。文字が薄くて不鮮
明なときは0の方へ動かします。このようにして、きれいに印字される位置にレバーを調整します。

チェック�✔
レバーの位置が6～10の範囲にあるときは、印字速度が少し遅くなります。
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3章
用紙の取り扱い

本プリンタに用紙をセットするときは、どんな用紙を使うのか、どのような目的で印字するのかによって、
用紙のセット方法を選択します。

カット紙やはがきに印字する場合

■ 1枚ずつ手差しでセットする。
→シートガイド

■ 大量のカット紙やはがきに連続して印字する。
→シートフィーダ（オプション）
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連続紙に印字する場合

■ 普通の連続紙に印字する。
→プッシュトラクタ

■ 正確な用紙送りが必要な連続紙（複写式の連続
紙など）に印字する。
→プッシュトラクタ
　＋トラクタフィーダ（オプション）

この章では、標準構成（オプションなし）での各種用紙の取り扱い方法について説明します。オプションを
使用するときは第7章「オプション」をご覧ください。
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カット紙への印字－シートガイドを使う－

カット紙のセット・吸入

次の手順でカット紙をセット・吸入してください。

笊 シートガイドを取り付けます。

笆 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笳 セットするカット紙の厚さに応じて、用紙厚
さセットレバーを適切な位置に動かします。

笘 電源をONにします。電源ランプと用紙ランプ
が点灯します。

笙 シートガイドカバーを開けます。シートガイ
ドを手で押さえながらシートガイドカバーを
引き上げ、手前に倒してください。

笞 シートガイド上の用紙スケールを参考にし
て、左右のぺーパセットピースを使用する
カット紙の幅に合わせます。

POWER

OFF ON

POWER
電源�

用紙�
�

P.E

Ａ4
４�

Ａ4
４�
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笵 シートガイドカバーを閉じます。 笶 吸入/退避スイッチを押します。カット紙が自
動的に吸入されます。

チェック�✔
ここで、カット紙の吸入位置を微調整する
ことができます。微調整したいときは「用紙
吸入位置の微調整」（49ページ）をご覧くだ
さい。

筐 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯
させます。（吸入位置を微調整した場合には、
この操作は必要ありません。）

これで、プリンタはコンピュータから受信した印字データをカット紙に印字できる状態になりました。

チェック�✔
蘆 カット紙は水平にセットしてください。傾いて吸入された場合は、いったんカット紙を排出し、セット
し直してください。

蘆 印字の途中で用紙がなくなった（用紙ランプ点灯）場合は、新しいカット紙をセット・吸入してから印字
可スイッチを押してください。続きが印字されます。

重要�

蘆 シートガイドには連続紙をセットしないでください。紙づまリやその他のトラブルの原因になります。

蘆 印字範囲より幅の狭い用紙は使用しないでください。印字ヘッドやプラテンを傷つけることがあリま
す。

笨 カット紙を水平にしてペ一パセットピースの
間に挿入し、突き当たるまで差し込みます。
印字する面を下にしてセットしてください。
用紙ランプが消灯すればセット完了です。

POWER
電源�

用紙�
�

P.E

吸入／退避�
�
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カット紙の排出

カット紙を排出する場合は、プリンタがディセレクト
状態（印字可ランプ消灯）であることを確認してから排
出/カットスイッチを押します。

次のページを印字する場合は、排出したカット紙を取
り除き、新しいカット紙をセット・吸入してくださ
い。

排出／カット�
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連続紙への印字－プッシュトラクタを使う－

連続紙のセット・吸入

次の手順で連続紙をセット・吸入してください。

笊 ぺーパセレクションレバーを奥側（連続紙側）
にします。

笆 シートガイドを取り外します。シートガイド
をななめ後方へ引き上げてから、真上に持ち
上げてください。

笳 左右のトラクタのロックレバーを奥側にして
ロックを解除します。

笘 左右のトラクタカバーを開けます。

笙 ベールローラガイド上の目盛り（カラムスケー
ル）を目安にしながら、左右のトラクタをほぼ
連続紙の幅に合わせます。また、センタガイ
ドを左右のトラクタの中央にくるように移動
します。

チェック�✔
リアパネル上に254mm（10インチ）および
241.3mm（9.5インチ）幅の連続紙セット
位置が刻印されています。左のトラクタを
このマークに合わせて位置決めすると便利
です。

10 9�
�

1

／�12
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笞 トラクタの位置を微調整しながら連続紙の先
端左右の用紙送り穴をトラクタピンに差し込
み、トラクタカバーを閉じます。連続紙は印
字する面を下にしてセットしてください。

チェック�✔
セットする連続紙のストック分は、プッ
シュトラクタの連続紙セット位置に対して
鉛直線上で、プリンタ本体と平行にしてく
ださい。

笵 連続紙が左右方向にたるまないようにトラク
タの位置を決めたら、左右のロックレバーを
手前側にしてロックします。

笨 シートガイドを取り付けます。

笶 シートガイドをななめ後方へ引き上げて奥へ
倒し、手前に引き寄せてロックします。

筐 シートガイドカバーを開け、左右のぺーパ
セットピースを使用する連続紙の幅に合わせ
ます。
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筺 シートガイドカバーを完全に閉じて、手前に
引き寄せてロックします。

笄 電源をONにします。電源ランプと用紙ランプ
が点灯します。

筍 吸入／退避スイッチを押します。連続紙が自
動的に吸入され、用紙ランプが消灯します。

チェック�✔
ここで、連続紙の吸入位置を微調整するこ
とができます。微調整したいときは「用紙吸
入位置の微調整」（49ページ）をご覧くださ
い。

笋 セットした連続紙の厚さに応じて、用紙厚さ
セットレバーを適切な位置に動かします。

筌 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯
させます。（吸入位置を微調整した場合には、
この操作は必要ありません。）

これで、プリンタはコンピュータから受信した印字データを連続紙に印字できる状態になりました。

重要�

印字範囲より幅の狭い用紙は使用しないでください。印字ヘッドやプラテンを傷つけることがあります。

POWER

OFF ON

POWER
電源�

用紙�
�

P.E

吸入／退避�
�
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連続紙のカット

使用している連続紙が坪量46.5～81.4g/m2（連量40～70kg）の上質紙で1枚の場合、連続紙のカット機能
を使うことができます。カット機能とは、連続紙をカット位置（ミシン目がシートガイドカバーのエッジに
そろう位置）まで送り出し、カット後次ページの先頭位置（用紙の吸入位置）まで自動的に逆送りする機能で
す。これにより、連続紙をむだなく使用することができます。

チェック�✔
蘆 カット機能を使うためには、あらかじめ連続紙の用紙長を正しく設定しておく必要があります。第4章
の「メモリスイッチ設定を変更する」（72ページ）を参照してください。

蘆 印字終了後トラクタにかかっている連続紙が残り少ない場合は、カット機能は働きません。

カット機能を使わないで連続紙をカットするときには「プラテンノブを使う」（45ページ）をご覧ください。

カット機能を使う

印字が終了したら、カット機能を使う前に連続紙の現在の位置を確認してください。印字位置がページの
途中にある場合は手順笊から、印字位置がページの先頭（印字第1行目にある場合は手順笳から始めてくだ
さい。

笊 印字可スイッチを押してプリンタをディセレ
クト状態（印字可ランプ消灯）にします。

笆 改頁スイッチを押して連続紙を改ページしま
す。

笳 シートガイドカバーを手前にロックした状態
のまま開けます。

笘 排出/カットスイッチを押します。連続紙が
カット位置まで送られます。

チェック�✔
同時にインジケータには　　  と表示され、
プリンタはカット／位置の微調整モードに
なります。カット位置を微調整する必要が
ないときは手順笞に進んでください。

排出／カット�
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笙 カット位置を微調整します。▼スイッチを押
して連続紙を多めに戻してから、ミシン目が
シートガイドカバーのエッジにそろうまで▲
スイッチを押してください。

笵 印字可スイッチを押してプリンタをセレクト
状態（印字可ランプ点灯）にします。連続紙が
もとの位置まで戻ります。

チェック�✔
排出／カットスイッチを押して連続紙を
カット位置に送ってから、またはカット位
置の微調整を終了してから約8秒経過する
と、連続紙は自動的にもとの位置に戻りま
すが、プリンタはディセレクト状態（印字可
ランプ消灯）のままです。

▲スイッチと▼スイッチの機能は次の表のとおりで
す。

スイッチ 1回押す 1秒以上押す

▲スイッチ
約0.4mm
（2/120インチ）
順方向に用紙を送る

連続して送る

▼スイッチ
約4.2mm
（20/120インチ）
逆方向に用紙を送る

(連続動作なし)

チェック�✔
蘆 用紙送りには両方向とも限界位置があり
ます。

蘆 設定した新しいカット位置は記憶され、
次からのカット機能実行時のカット位置
になります。

笞 シートガイドカバーを手で押さえながら、連
続紙を手前に引っ張ってカットします。

L.F
改頁� 改行�
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プラテンノブを使う

プラテンノブを回して、手動で連続紙をカット位置まで送り出す方法です。

笊 シートガイドカバーを手前にロックした状態
のまま開けます。

笆 シートガイドカバーのエッジにミシン目がそ
ろうまで、プラテンノブを時計方向に回しま
す。

笳 シートガイドカバーを手で押さえながら、連
続紙を手前に引っ張ってカットします。

笘 プラテンノブを反時計方向に回して、連続紙
を次の印字開始位置まで戻します。
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はがきへの印字－シートガイドを使う－

はがき印字に関する注意

はがきは一般の用紙に比べると、その取り扱いに注意が必要です。はがきに印字するときは、付録の「用紙
の規格と印字範囲」（130ページ）のはがきの項目をよく確認した上で、以下の点に注意して印字してくださ
い、

■ はがきを保管するときは、はがきのカール（反り）を防ぐため、直射日光や風の当たらない場所に保
管してください。

■ はがきへの印字は、環境温度、湿度がそれぞれ10～35℃，45～70％の場所で行ってください。

■ はがきがカールしているときは、平らな状態にしてからセットしてください。カールが小さいとき
は凹部が上側になるようにセットしてください。

■ はがきの両面に印字するときは、片面印字後必ずカールを直してから反対面に印字してください。

■ コンピュータの画面ハードコピーによってはがきに印字することは避けてください。プリンタに送
られる印字データは、はがきの印字範囲をはみ出します。

■ 印字したはがきを投函するときは、カールが5mm以下になるように直してください。カールしてい
ると、郵便番号読取機が番号を読み取れないことがあります。

■ お手持ちのソフトウェアで外字登録を行うことができる場合、下記の日本郵政公社推奨の郵便番号
パターンを登録してご使用になることをお勧めします。

5mm以下�
5mm以下�
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はがきのセット・吸入

シートガイドを使ってはがきに印字する場合は、事前に官製はがきと同等の用紙（添付の模擬はがきなど）
を使って試し印字を行い、印字位置や印字濃度を調整してから実際のはがきに印字してください。

笊 シートガイドを取り付けます。

笆 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笳 用紙厚さセットレバーを6の位置にします。

チェック�✔
これは、はがき印字時のレバーの推奨位置
です。はがきに印字したときにインクリボ
ンの汚れが付着したり文字が不鮮明だった
りしたときは、用紙厚さセットレバーの位
置を調整してください。

笘 高速印字スイッチを押しながら電源をONにし
ます。高速印字スイッチは、インジケータに
と表示されるまで押し続けてください。
が5回点滅して、ハガキモードが選択され

ます。

チェック�✔
この後インジケータには と が交互
に表示されます。 はハガキモードが選
択されていることを、 は高速印字が選
択されていないことを示しています。

笙 シートガイドを手で押さえながら、シートガ
イドカバーを開けます。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

POWER

OFF ON

高速印刷�
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笞 左側のぺーパセットピースの用紙端ガイド部
を、シートガイド上の用紙スケールの“PC”の
位置に動かします。

笵 左側のぺーパセットピースに沿ってはがきを
水平に、突き当たるまで差し込みます。印字
する面を下にしてセットしてください。用紙
ランプが消灯すればセット完了です。

笨 右側のぺーパセットピースをはがきの幅に合
わせて移動します。このとき、はがき右端と
ペーパセットピースの間にわずかなすきま（約
0.5mm）を残すようにしてください。

笶 吸入／退避スイッチを押します。はがきが自
動的に吸入されます。

チェック�✔
ここで、はがきの吸入位置を微調整するこ
とができます。微調整したいときは「用紙吸
入位置の微調整」（49ページ）をご覧くださ
い。

筐 はがきが確実に吸入されたことを確認してか
ら、印字可スイッチを押して印字可ランプを
点灯させます。（吸入位置を微調整した場合に
は、この操作は必要ありません。）

これで、プリンタはコンピュータから受信した印字データをはがきに印字できる状態になりました。

チェック�✔
蘆 はがきの吸入時あるいは印字中に紙づまり、改行不良などが発生した場合には、電源を0FFにしてから
手作業またはプラテンノブを回してはがきを取り除いてください。

蘆 手順笘で選択されたハガキモードは電源をOFFにすると解除されます。電源をOFFにしてもハガキモー
ドが解除されないようにしたい場合は、パラメータ設定でハガキモードを選択してください（第4章の
「パラメータ設定を変更する」（69ページ）参照）。

PC��
２��

吸入／退避�
�
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用紙吸入位置の微調整
用紙を吸入したとき、用紙吸入位置を微調整することができます。吸入位置はカット紙、連続紙、はがき
に対して個別に設定できます。たとえばカット紙吸入時に吸入位置を微調整した場合、その設定は次から
のカット紙の吸入位置になりますが、連続紙やはがきの吸入位置には影響しません。

笊 吸入／退避スイッチを押して用紙（カット紙、
連続紙、はがき）を吸入します。

笆 機能選択スイッチを押しながら吸入／退避ス
イッチを押します。インジケータには と
表示され、プリンタは用紙吸入位置の微調整
モードになります。

笳 トップカバーを開けます。

笘 ▲スイッチと▼スイッチを使って用紙吸入位
置を微調整します。

▲スイッチと▼スイッチの機能は次の表のとおりで
す。

スイッチ 1回押す 1秒以上押す

▲スイッチ
約0.4mm
（2/120インチ）
順方向に用紙を送る

連続して送る

▼スイッチ
約4.2mm
（20/120インチ）
逆方向に用紙を送る

(連続動作なし)

チェック�✔
蘆 まず▼スイッチで用紙を多めに戻してか
ら▲スイッチで微調整するようにしてく
ださい。

蘆 カードホルダの左右にある上下2本の凸
状の線の間に印字第1行目がくるので、
用紙吸入位置を調整するときの目安にし
てください。

笙 トップカバーを閉めます。

笞 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯
させます。これで新しい吸入位置がプリンタ
に記憶されます。

吸入／退避� 機能選択�

吸入微調�
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チェック�✔
蘆 ▲スイッチを押し続けると約0.4mm
（2/120インチ）単位で連続して用紙送
りされますが、工場出荷時の基準位置に
なると停止し、インジケータに と表
示されます。さらに用紙を送りたいとき
は、あらためて▲スイッチを押してくだ
さい。

用紙吸入の基準位置は次のとおりです。

蘆 用紙吸入位置の微調整範囲は、用紙上端
から印字第1行目（文字中央）までの距離
が8～26mmになる範囲です。

用紙の種類 用紙上端から印字
第1行目までの距離

カット紙
(シートガイド
使用時)

23.6mm
（文字中央まで）

連続紙 23.6mm
（文字中央まで）

はがき 11.5mm
（文字中央まで）

カット紙
(シートフィーダ
使用時)

8.0mm
（文字中央まで）
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カット紙と連続紙の切り替え印字
吸入されている連続紙は、吸入／退避スイッチを押すことにより吸入前の位置（連続紙のセット位置）まで
戻すことができます。この機能を使えば、セットした連続紙をいちいち取り除かないでもカット紙に印字
することができます。カット紙と連続紙に交互に印字したいときに便利な機能です。

連続紙からカット紙への切り替え

連続紙への印字が終わってカット紙への印字に切り替えるときは、連続紙の先端をセット位置まで戻して
からカット紙をセットします。

笊 印字の終了した連続紙を、そのページまで
カットします（「連続紙のカット」（43ページ）
参照）。

笆 印字可スイッチを押して、プリンタをディセ
レクト状態（印字可ランプ消灯）にします。

笳 吸入／退避スイッチを押します。連続紙は
セット位置に戻ります（連続紙の一時退避）。

笘 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笙 カット紙をセットします（「カット紙のセッ
ト・吸入」（37ページ）参照）。

笞 吸入／退避スイッチを押します。カット紙が
吸入されます。

笵 印字可スイッチを押してプリンタをセレクト
状態（印字可ランプ点灯）にします。これで
カット紙に印字できます。

吸入／退避�
�

吸入／退避�
�
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カット紙から連続紙への切り替え

カット紙への印字が終わって連続紙への印字に切り替えるときは、カット紙を排出してから一時退避させ
ておいた連続紙を吸入します。

笊 印字可スイッチを押してプリンタをディセレ
クト状態（印字可ランプ消灯）にします。

笆 カット紙が吸入されている場合は、排出/カッ
トスイッチを押して排出します。

笳 ペーパセレクションレバーを奥側（連続紙側）
にします。

笘 シートガイドをななめ後方へ引き上げて奥へ
倒し、手前に引き寄せてロックします。

笙 シートガイドカバーを完全に閉じて、手前に
引き寄せてロックします。

笞 吸入／退避スイッチを押します。連続紙が吸
入されます（連続紙の復帰）。

笵 印字可スイッチを押してプリンタをセレクト
状態（印字可ランプ点灯）にします。これで連
続紙に印字できます。

吸入／退避�
�
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4章
PC-PR101/63を
使いこなそう

本プリンタは、プリンタの操作が簡単にできるように、操作に必要な表示器やスイッチ類をプリンタ前面
の操作パネルにまとめています。操作パネルにはプリンタを操作するための8個のスイッチ、およびプリ
ンタの状態やエラーをユーザに知らせるための2桁のインジケータと10個のランプがあります。

＊ インジケータを見ながらスイッチを押して操作するような場面では、機能選択スイッチ、高速印字スイッチ、改頁スイッチ、および
改行スイッチの4つを、各スイッチ上段にある表記「蜻蜷▼▲」に従ってそれぞれ蜻スイッチ、蜷スイッチ、▼スイッチ、▲スイッチ
と呼びます。

縮小スイッチ

排出/カットスイッチ 高速印刷
スイッチ＊

改行
スイッチ＊

吸入/退選
スイッチ

改頁
スイッチ＊

印刷可
スイッチ

機能選択スイッチ＊

連続紙ランプ（緑色）
カット紙ランプ（緑色）

A4→A5・B4→B5ランプ（橙色）
B4→A4・A4→B5ランプ（橙色）
左ランプ（橙色）
中央ランプ（橙色）

インジケータ
高速印刷ランプ（橙色）

用紙ランプ（赤色）

電源ランプ
（緑色）

印刷可ランプ（緑色）

給紙

縮小

蜴連続紙

蜴カット紙

蜴A4→A5•B4→B5
蜴B4→A4•A4→B5

蜴左
蜴中央

蜻 蜷 ▼ ▲

排出/カット 吸入/退避 機能選択

吸入微調

高速印刷 改頁
L.F
改行

SEL
印刷可

ハガキ テスト リセット セット 電源投入時

P.E
用紙

POWER
電源
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ランプの表示
操作パネルには10個のランプがあります。各ランプは点灯あるいは点滅することによってプリンタの状態
を知らせます。各ランプの表示の意味は次の表のとおりです。

ランプ 状　態 意　　味

電源ランプ 点灯 プリンタの電源が入っています。

用紙ランプ

点灯 用紙がセットされていません。または、セットされている用紙にこれ以
上印字できません。

点滅 プリンタにエラーが発生しています。第6章の「エラー表示一覧」
（92ぺ一ジ）を参照してください。

印刷可ランプ

点灯 プリンタがセレクト状態（印字データを受信できる状態）になっていま
す。

消灯 プリンタがディセレクト状態（印字データを受信できない状態）になっ
ています。

点滅

用紙ランプ消灯 プリンタ内に未印字データが残っています。（印刷
可スイッチを押すと印字が再開します。）

用紙ランプ点灯
プリンタ内に未印字データが残っています。（用紙
をセット・吸入してから印刷可スイッチを押すと印
字が再開します。）

用紙ランプ点滅 プリンタにエラーが発生しています。第6章の「エ
ラー表示一覧」（92ぺ一ジ）を参照してください。

高速印刷ランプ 点灯 高速印字が選択されています。

A4→A5・B4→B5ランプ 点灯 2/3縮小印字が選択されています。

B4→A4・A4→B5ランプ 点灯 4/5縮小印字が選択されています。

左ランプ 点灯 縮小基準位置は左端です。

中央ランプ 点灯 縮小基準位置は中央です。

連続紙ランプ 点灯 連続紙が使用できます。（ぺーパセレクションレバーが連続紙側になっ
ています。）

カット紙ランプ 点灯 カット紙が使用できます。（ぺーパセレクションレバーがカット紙側に
なっています。）



55

　

４
　P

C
-P
R
1
0
1
/6
3

を
使
い
こ
な
そ
う

スイッチの基本機能
操作パネルには8個のスイッチがあります。スイッチの中には複数の機能を持つものがありますが、ここ
では各スイッチの名称が示している基本的な機能についてのみ説明します。その他の機能については、こ
の後の「プリンタの便利機能」（56ページ）で説明します。

各スイッチを単独で押したときの基本的な機能は次の表のとおりです。

スイッチ 機　　能

印刷可スイッチ

押すごとに、データを受信できる状態（セレクト状態、印刷可ランプ点灯）とできない
状態（ディセレクト状態、印刷可ランプ消灯）が交互に切り替わります。
印字中にこのスイッチを押すと、印字が一時的に停止します。もう一度押すと印字が再
開します。

改行スイッチ
印刷可ランプが消灯しているときにこのスイッチを押すと、4.23mm（1/6インチ）
（1行分）用紙が送られます。1秒以上押し続けると、押している間連続して用紙が送ら
れます。逆方向改行指定時でも用紙は順方向に送られます。

改頁スイッチ
印刷可ランプが消灯しているときにこのスイッチを押すと、連続紙は次のページのあら
かじめ設定された吸入位置（1行目の印字位置）まで送られます。シートフィーダを使用
しているときは次のカット紙が吸入されます。

高速印刷スイッチ
高速印刷ランプが消灯しているときにこのスイッチを押すと、高速印字が選択されます
（高速印刷ランプ点灯）。
詳しくは、「高速印字」(57ページ)を参照してください。

機能選択スイッチ

印刷可ランプが消灯しているときにこのスイッチを押すと、次に示すようなプリンタの
機能を選択できるようになります（太字は工場設定です）。

■　印字音の大小（クワイエット印字の選択／解除）の切り替え
■　プリンタの登録文字の印字
■　プリンタの設定状態の印字

詳しくは、「クワイエット印字」(57ページ)、「登録文字の印字」(62ページ)、および
「現在の設定状態を確認する」(67ページ)を参照してください。

吸入/退避スイッチ

印刷可ランプが消灯しているときにこのスイッチを押すと、プリンタは用紙の吸入また
は退避（または排出）を行います。使用している用紙の種類や状態、用紙送りの方式に
よって、プリンタは次のように動作します。

カット紙使用時
用紙が吸入されていない：カット紙吸入
用紙が吸入されている　：カット紙排出（シートガイド）
　　　　　　　　　　　　カット紙排出後吸入（シートフィーダ）
連続紙使用時
用紙が吸入されていない：連続紙吸入
用紙が吸入されている　：連続紙退避

詳しくは、第3章「用紙の取り扱い」を参照してください。

排出／カットスイッチ

連続紙使用時にこのスイッチを押すと、連続紙がカット位置まで送り出されます。もう
一度押すと、連続紙は吸入位置まで戻ります（逆方向に送られます）。
カット紙使用時にこのスイッチを押すと、セットされている用紙または吸入されている
用紙が排出されます。
トラクタフィーダ使用時はこのスイッチは無効です。
詳しくは、第3章「用紙の取り扱い」を参照してください。

縮小スイッチ
印字が終了し、印刷可ランプが消灯しているときにこのスイッチを押すと、縮小印字が
選択されます（A4→A5・B4→B5ランプと左ランプ点灯）。
詳しくは、「縮小印字」(57ページ)を参照してください。
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インジケータの表示
操作パネルには2桁の数字や英字を表示できるインジケータがあります。インジケータの表示には、プリ
ンタにエラーが発生したときに表示されるものと正常なプリンタを操作中に表示されるものとがあります。
エラーの表示については、第6章の「エラー表示一覧」（92ぺ一ジ）をご覧ください。その他の表示について
は、プリンタの操作の説明の中で必要に応じて説明します。付録の「インジケータ表示と操作一覧」（156ぺ
一ジ）も参照してください。

プリンタの便利機能
本プリンタには“コンピュータからのデータを印字する”、“用紙を送る”という基本的な機能のほかにも、
いろいろな機能が用意されています。ここでは用紙の取り扱いに関すること以外でユーザが知っていると
便利な機能について説明します。これらの機能の実行は、すべて操作パネルから行うことができます。

なおプリンタのさまざまな設定の変更も操作パネルから行うことができますが、これについては「プリンタ
の設定を変更する」（66ぺ一ジ）で説明します。

強制リセット

プリンタを電源ON直後の状態（初期状態）に戻します。強制リセットすると、プリンタ内に残っている未
印字データは消失します。

強制リセットするときは、印字可スイッチを押しながら改行スイッチを2回押してください。印字ヘッド
が左端に移動します（すでに左端にあったときは移動しません）。

フォームズオーバライド

通常の最終印字行を超えて印字させたいときに使う機能です。

印字中に用紙が少なくなると用紙ランプが点灯し、さらにあらかじめ決められた印字範囲を印字し終わる
と印字動作が停止します。このときプリンタ内に未印字データが残っている（印字可ランプ点滅）場合には、
ここで印字可スイッチを押すことにより、用紙ランプは点灯したままでさらに1行印字することができま
す。このフォームズオーバライド機能を何度か繰り返し使えば、用紙ギリギリ（用紙下端から約3mm）まで
印字することも可能です。

チェック�✔
蘆 シートフィーダが取り付けられているときは、フォームズオーバライド機能は働きません。

蘆 フォームズオーバライドを使って印字すると印字位置がばらつくことがあります。したがって合成印字
（拡大、強調印字など）、罫線印字、絵の印字などを行っているときには、フォームズオーバライド機能
は使わないでください。
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高速印字

印字速度を上げて印字時間を短縮します。高速印字を選択すると、プリンタは通常の印字データを1ドッ
トおきに印字するので、印字品質は通常印字より悪くなります。プログラムリストなど多量のデータを速
く印字したいときに役立つ機能です。

■ 高速印字を選択するときは、印字が終了していることを確認してから高速印字スイッチを押してくだ
さい。高速印字ランプが点灯し、高速印字が選択されます。

■ 高速印字を解除するときも、印字が終了していることを確認してから高速印字スイッチを押してくだ
さい。高速印字ランプが消灯して、通常印字に戻ります。

クワイエット印字

印字音を小さくします。クワイエット印字を選択すると、プリンタは1行の印字データを2度に分けて印字
するので音は静かになりますが、印字に要する時間が通常印字より長くなります。

クワイエット印字を選択・解除するときは、次の手順に従ってください。

笊 印字可スイッチを押してプリンタをディセレクト状態（印字可ランプ消灯）にします。

笆 機能選択スイッチを押します。インジケータには と または が交互に表示されます。

笳 ▼スイッチまたは▲スイッチを押して と を切り替えます。クワイエット印字を選択すると
きは 、解除するときは を表示させてください。

笘 印字可スイッチを押します。プリンタはセレクト状態（印字可ランプ点灯）になります。

縮小印字

受信したデータを2/3または4/5に縮小して印字します。例えばB4サイズのデータをA4サイズの用紙に印
字したいようなときに役立つ機能です。

チェック�✔
縮小印字を選択すると、PC-PR201系プリンタ用に作成されたデータを印字することができます（用紙サ
イズは限定されます）。そのときアプリケーションソフトウェアのプリンタ設定は、PC-PR201/63，
PC-PR201/63AなどのPC-PR201系プリンタを選択してください。
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縮小印字を選択するときには、次の手順に従ってください。

笊 印字が終了し、印字可ランプが消灯していることを確認します。

笆 縮小スイッチを押します。押すごとに、縮小スイッチの左側にある4つのランプが次のように点灯ま
たは消灯して縮小率と縮小基準位置を表示します。

■ 2/3縮小、左端基準
左端基準で作成されたA4サイズのデータをA5サイズに縮小して印字します。

■ 2/3縮小、中央基準
中央基準で作成されたA4サイズのデータをA5サイズに縮小して印字します。

標準（縮小なし）�

縮小�

蜴A4→A5•B4→B5�
蜴B4→A4•A4→B5

蜴左�
蜴中央�

2/3縮小�
左端基準�

縮小�

蜷A4→A5•B4→B5�
蜴B4→A4•A4→B5

蜷左�
蜴中央�

2/3縮小�
中央基準�

縮小�

蜷A4→A5•B4→B5�
蜴B4→A4•A4→B5

蜴左�
蜷中央�

4/5縮小�
左端基準�

縮小�

蜴A4→A5•B4→B5�
蜷B4→A4•A4→B5

蜷左�
蜴中央�

4/5縮小�
中央基準�

縮小�

蜴A4→A5•B4→B5�
蜷B4→A4•A4→B5

蜴左�
蜷中央�

B4

B5

↑用紙セット左端� ↑用紙セット左端�

2�
3 縮小�

2�
3 縮小�

A4

A5

↑�
用紙セット中央�

↑�
用紙セット中央�

2�
3 縮小�

2�
3 縮小�

A4

A5

B4

B5
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■ 4/5縮小、左端基準
左端基準で作成されたB4サイズのデータをA4サイズに縮小して印字します。（B5→A5も可能で
す。）

■ 4/5縮小、中央基準
中央基準で作成されたB4サイズのデータをA4サイズに縮小して印字します。（B5→A5も可能で
す。）

左端基準/中央基準の選択について

アプリケーションソフトウェアを使用して縮小印字を行う場合、左端基準/中央基準の選択については以下
のようにして決めてください。

■ 用紙を左端にセットして印字していた印字データを縮小する場合は、左端基準を選択し（左ランプ点
灯）、用紙を左端にセットします。

■ 用紙を中央にセットして印字していた印字データを縮小する場合は、中央基準を選択し（中央ランプ点
灯）、用紙を中央にセットします。

重要�

蘆 受信したデータがプリンタ内に残っていると縮小スイッチが機能しません。このような場合は、データ
をすべて印字するまで待つか、強制リセットでプリンタを初期状態にしてから縮小印字を設定してくだ
さい。

蘆 縮小印字を行う場合、用紙から印字がはみ出さないよう注意してください。

蘆 ハガキモードのときは縮小印字はできません。

蘆 縮小印字の設定は、電源をOFFにすると解除されます。

↑用紙セット左端� ↑用紙セット左端�

4�
5 縮小�

4�
5 縮小�

A4 B4

B5 A4

↑�
用紙セット中央�

↑�
用紙セット中央�

4�
5 縮小�

4�
5 縮小�

A4 B4

B5 A4



60

受信データのHEXダンプ

プリンタが受信したデータを16進コードとデータに対応する文字で印字します。自作のプログラムで正し
く印字できないようなとき、その原因を見つけるためにHEXダンプ機能を使います。

HEXダンプを行うときは、次の手順に従ってください。

笊 A4サイズのカット紙を縦置きにしてプリンタの左端に合わせてセットし、吸入します。

笆 印字可スイッチを押しながら改頁スイッチを2回押します。未印字データがプリンタ内に残っていれ
ば印字されます。

笳 印字可スイッチを押します。インジケータには と表示されます。

笘 コンピュータからプリンタヘ印字データを送ります。プリンタはSHSパイカ文字でHEXダンプを開始
します。

たとえばコンピュータから“日本電気”という印字データを受信した場合、HEXダンプは次のようになります。

笙 HEXダンプを終了させるときは、印字可スイッチを押しながら改行スイッチを2回押してプリンタを
強制リセットします。

チェック�✔
蘆 HEXダンプを一時中断するときは印字可スイッチを押してください。もう一度押すと再開します。

蘆 途中で用紙がなくなった（用紙ランプ点灯）場合は、新しい用紙をセット・吸入してから印字可スイッチ
を押してください。続きが印字されます。
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テスト印字

プリンタに内蔵されたすべての文字フォントを印字します。テスト印字によって、プリンタが正しく動作
しているか、印字の状態（品質）はどうかを確認することができます。

次の手順でテスト印字を行ってください。

笊 用紙がセットされていない状態で電源をONにします。

笆 用紙をセットし、吸入します。

重要�

テスト印字のときは必ず254mm（10インチ）幅の連続紙、またはA4サイズのカット紙を縦置きにしてプ
リンタ中央にセットしてください。これより幅の狭い用紙を使用すると、印字範囲が用紙からはみ出して
印字ヘッドがプラテンを傷つけることがあります。

笳 プリンタの電源をOFFにします。

笘 改頁スイッチを押しながら再度プリンタの電源をONにします。数秒後にテスト印字が始まるので、
それまで改頁スイッチを押し続けてください。

テスト印字は漢字から始まり、すべてのフォントを印字すると再び漢字から印字します。中止しないかぎりテス
ト印字が繰り返されます。なお、テスト印字の結果は付録の「テスト印字サンプル」（148ぺ一ジ）に載っています。

笙 テスト印字を終了させるときは、印字可スイッチを押しながら改行スイッチを2回押してプリンタを
強制リセットします。

チェック�✔
蘆 テスト印字中に印字可スイッチを押すとテスト印字が中断します。もう一度、印字可スイッチを押すと
テスト印字が再開します。

蘆 テスト印字中に機能選択スイッチを押すと、現在印字中の印字モードを中断して次の印字モードに移り
ます。

蘆 途中で用紙がなくなった（用紙ランプ点灯）場合は、新しい用紙をセット・吸入してから印字可スイッチ
を押してください。続きが印字されます。

蘆 カラーインクリボンカートリッジを取り付けてテスト印字を行った場合、漢字モードのときは改頁ス
イッチを押すたびに黒→水色→赤紫→黄→緑→青紫→赤の順で色が切り替わります。漢字モード以外の
ときは、1行ごとに色が自動的に切り替わります。
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登録文字の印字

プリンタに登録されている外字とダウンロード文字を印字します。プリンタにどのような文字が登録され
ているかを確認したいときには、次の手順で登録文字の印字を行ってください。

笊 A4サイズのカット紙を縦置きにしてプリンタの左端に合わせてセットし、吸入します。

笆 プリンタがディセレクト状態（印字可ランプ消灯）になっていることを確認します。

笳 機能選択スイッチを押します。インジケータには が表示されます。

笘 インジケータに が表示されるまで蜷スイッチまたは蜻スイッチを押します。

笙 ▼スイッチを押します。プリンタは登録文字の印字を開始します。

登録文字は次のような形式で印字されます。

■ 外字 ○○○○－●
○：登録アドレス（16進数表示）
●：印字される外字

■ ダウンロード文字 ◎－◇◇－◆
◎：文字種を表すコード（下表参照）
◇：登録コード（16進数表示）
◆：1印字されるダウンロード文字

印字モード

文字種コード（◎）

7ビットコード 8ビットコード

英数 ひらがな カタカナ CGグラフィック カタカナ ひらがな

HDパイカ 1 A Q a 1 A

NHSパイカ 2 B R b 2 B

エリート 3 C S c 3 C

コンデンス 4 D T d 4 D

プロポーショナル 5 E U e 5 E
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笞 印字が終了したら、印字可スイッチを押します。プリンタはセレクト状態（印字可ランプ点灯）になり
ます。

チェック�✔
蘆 用紙がセット・吸入されていない場合、登録文字の印字は行われません。

蘆 途中で用紙がなくなった（用紙ランプ点灯）場合は、新しい用紙をセット・吸入してから▼スイッチを押
してください。続きが印字されます。

蘆 プリンタがハガキモードのときは、登録文字の印字はできません。

罫線ぞろえ

罫線を印字したときに右方向印字の行と左方向印字の行で罫線の位置がずれていて、罫線がきれいにつな
がっていないことがあります。このようなときは、罫線ぞろえ機能を使うことによってきれいな罫線を印
字できるようになります。罫線ぞろえを行うときは、まず罫線のずれ具合を確認するためのテストパター
ンを印字し、その結果を見ながら罫線のずれを修正します。次の手順に従ってください。

笊 印字可スイッチを押しながらプリンタの電源をONにします。印字可スイッチは、インジケータに
と表示されるまで押し続けてください。

笆 印字可スイッチをさらに2回ゆっくりと押します。インジケータには と表示されます。

笳 A4サイズのカット紙を縦置きにしてプリンタの左端に合わせてセットし、吸入します。

笘 蜷スイッチを押します。インジケータには と表示されます。

笙 ▼スイッチを押します。プリンタはテストパターンの印字を開始します。

印字結果は次のようになります。

＊ HD、NHS、SHSは印字モードを、数字は修正量を示しています（次ページの表参照）。
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つづいてHD，NHS，SHSの各印字モードそれぞれについて罫線のずれを修正します。罫線ぞろえはインジケータ
に表示される“モード表示”と“修正量表示”を見ながら行います。“モード表示”は現在罫線のずれを修正できる印
字モードを、“修正量表示”は現在選択されている修正量を示しています。

モード表示 印字モード

HD （漢字、HDパイカ、エリート）

NHS
（高速漢字、高速HDパイカ、高
速エリート、NHSパイカ、コン
デンス）

SHS （SHSパイカ）

修正量表示 修正量

＋0.245mm（＋7/720インチ）

＋0.210mm（＋6/720インチ）

＋0.175mm（＋5/720インチ）

＋0.140mm（＋4/720インチ）

＋0.105mm（＋3/720インチ）

＋0.070mm（＋2/720インチ）

＋0.035mm（＋1/720インチ）

0（工場設定）

―0.035mm（―1/720インチ）

―0.070mm（―2/720インチ）

―0.105mm（―3/720インチ）

―0.140mm（―4/720インチ）

―0.175mm（―5/720インチ）

―0.210mm（―6/720インチ）

―0.245mm（―7/720インチ）
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罫線ぞろえの手順を続けます。

笞 修正したい印字モードの“モード表示”がインジケータに表示されるまで、蜷スイッチまたは蜻スイッ
チを押します。インジケータには“モード表示”と“修正量表示”が交互に表示されます。

笵 ▼スイッチまたは▲スイッチを押して罫線のずれ方に適した修正量を表示させます。

修正量を＋側に変更するか―側に変更するかについては、次の表を参考にしてください。

笨 他の印字モードも修正するときは、手順笞、笵を繰り返します。

笶 修正量の選択が終わったら、インジケータに と表示されるまで蜷スイッチまたは蜻スイッチを
押します。

筐 ▼スイッチを押して再度テストパターンを印字します。

筺 テストパターンの印字結果を見て、罫線がきれいにつながったかを確認します。

→ 罫線がきれいにつながっていれば、印字可スイッチを押します。プリンタはセレクト状態（印字可ランプ点灯）
になります。

→ 罫線がまだずれている場合は、手順笞からやり直します。

チェック�✔
蘆 用紙がセット・吸入されていない場合、テストパターンは印字されません。

蘆 途中で用紙がなくなった（用紙ランプ点灯）場合は、新しい用紙をセット・吸入してから▼スイッチを押
してください。続きが印字されます。

罫線のずれ方 修正方法

左方向印字の罫線が、右方向印字の
罫線に対して右側にずれている

印字方向
｜ ｜ ｜ ｜ 　→　　
｜ ｜ ｜ ｜　←　　

―側に修正する
（▼スイッチを押す）

左方向印字の罫線が、右方向印字の
罫線に対して左側にずれている

印字方向
｜ ｜ ｜ ｜　→　　
｜ ｜ ｜ ｜ 　←　　

＋側に修正する
（▲スイッチを押す）
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プリンタの設定を変更する
本プリンタでは、操作パネルのインジケータ表示を見ながらスイッチを押していくことにより、プリンタ
の様々な設定を変更したり、設定の状態を確認したりすることができます。

通常はプリンタお買い上げ時の設定（工場設定）のままで使用できます。設定を変更した場合、その設定は
プリンタ内部のメモリに記憶され、電源をONにしたときや強制リセットしたときに呼び出される設定（初
期状態の設定）となります。

変更できるプリンタの設定とは

本プリンタで変更できる設定を次に示します（アンダーラインは工場設定です）。設定を変更する方法には
2通りあります。変更したい設定があれば、その設定の変更方法のページをご覧ください。

パラメータ設定を変更する（69ページ参照）

■ 拡張制御コードESC O 1で選択できるANK文字フォント（標準／イタリック／クーリエ／ゴシッ
ク）

■ 拡張制御コードESC O 2で選択できるANK文字フォント（標準／イタリック／クーリエ／ゴシッ
ク）

■ カット紙の用紙長指定の有効／無効
■ カット紙の用紙長（1行～66行～99行）
■ ハガキモードの選択／解除

メモリスイッチ設定を変更する（72ぺ一ジ参照）

■ 各国文字（日本／アメリカ／イギリス／ドイツ／スウェーデン）
■ 用紙長（66行／72行）
■ 制御コードDC1、DC3の有効／無効
■ 自動復帰改行機能（復帰改行／復帰のみ）
■ 印字指令コード（CR/CR＋その他）
■ 制御コードCRの機能（復帰のみ／復帰改行）
■ 1バイトコード系の数字ゼロの字体（0/Ø）
■ グラフィックモード（ネイティブモード／コピーモード）
■ 印字モード（HDパイカ／HSパイカ）
■ 8ビット／7ビットデータ
■ 印字方向（両方向最短／片方向）
■ HSパイカモード（NHSパイカ／SHSパイカ）
■ 2バイトコード系の数字ゼロの字体（0/Ø）
■ ミシン目スキップの有効／無効
■ ドット列印字モードの印字方向（片方向／両方向）
■ 高速印字の選択／解除
■ 用紙吸入位置の記憶の有効／無効
■ シートガイドからの用紙の自動吸入方式（マニュアル方式／オート方式）



67

　

４
　P

C
-P
R
1
0
1
/6
3

を
使
い
こ
な
そ
う

現在の設定状態を確認する

プリンタが現在どのような設定になっているかを確認したいときには、次の手順に従ってプリンタの設定
状態を印字してください。

笊 A4用紙を縦置きにしてプリンタの左端に合わせてセットし、吸入します。

笆 プリンタがディセレクト状態（印字可ランプ消灯）になっていることを確認します。

笳 機能選択スイッチを押します。インジケータには が表示されます。

笘 蜻スイッチを押します。インジケータには が表示されます。

笙 ▼スイッチを押します。プリンタは設定状態の印字を開始します。印字結果は次のようになります。

＊　この印字結果は、プリンタが工場設定のままのときの印字例です。



68

笞 印字が終了したら、印字可スイッチを押します。プリンタはセレクト状態（印字可ランプ点灯）になり
ます。

チェック�✔
蘆 用紙がセット・吸入されていない場合には、設定状態の印字は行われません。

蘆 途中で用紙がなくなった（用紙ランプ点灯）場合は、新しい用紙をセット・吸入してから▼スイッチを押
してください。続きが印字されます。

蘆 ハガキモードのときは、設定状態の印字はできません。
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パラメータ設定を変更する

次の表に示す設定は、インジケータに を表示させてから変更します。この を表示させるために
は、いったん電源をOFFにしなければなりません。

設定の変更はインジケータに表示される“設定表示”と“状態表示”を見ながら行います。“設定表示”は現在
変更できる設定を、“状態表示”はその設定の現在の状態を示し、インジケータに交互に表示されます。

これらの設定を変更するときは、以下の手順に従ってください。

笊 印字可スイッチを押しながらプリンタの電源をONにします。印字可スイッチは、インジケータに
と表示されるまで押し続けてください。

笆 蜷スイッチを押します。インジケータには と表示されます。

チェック�✔
上の5種類の設定が現在どのような状態になっているかを確認したいときは、ここで設定状態一覧を印字
させることができます。用紙をセット・吸入してから▼スイッチを押してください。

印字結果は次のようになります。

＊　この印字結果は、プリンタが工場設定のままでシートフィーダを取り付けた場合の印字例です。

笳 蜷スイッチを押します。インジケータには“設定表示”と“状態表示”が交互に表示されます。

チェック�✔
プリンタが工場設定のときは と が交互に表示されます。

これは、ESC O 1で選択できるANK文字フォントが標準であることを示しています。

笘 目的の設定の“設定表示”がインジケータに表示されるまで、蜷スイッチまたは蜻スイッチを押しま
す。

設　　定 設定表示 状態表示

ESC O 1で選択できるフォント

ESC O 2で選択できるフォント

カット紙の用紙長指定の有効／無効

カット紙の用紙長

ハガキモードの選択／解除

、 、 、または

、 、 、または

または

から

または
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笙 ▼スイッチまたは▲スイッチを押して“状態表示”を変更します。（それぞれの設定の説明を参照して
ください。）

笞 設定の変更が終わったら、印字可スイッチをゆっくりと3回押します。プリンタはセレクト状態（印字
可ランプ点灯）になります。

なお、変更したい設定が2つ以上ある場合には、上記の手順笘、笙を繰り返してください。

設定の詳細

ESC O 1で選択できるフォント

拡張制御コードESC O 1を受信したときに印字するANK文字フォントを指定します。

設定表示 状態表示 内　　容

標準 工場設定

イタリック

クーリエ

ゴシック

設定表示 状態表示 内　　容

標準 工場設定

イタリック

クーリエ

ゴシック

設定表示 状態表示 内　　容

無効（用紙長を指定できない） 工場設定

有効（用紙長を指定できる）

ESC O 2で選択できるフォント

拡張制御コードESC O 2を受信したときに印字するANK文字フォントを指定します。

カット紙の用紙長指定の有効／無効

カット紙の用紙長指定を有効にするか無効にするかを指定します。
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カット紙の用紙長＊

カット紙の用紙長指定を有効にしたとき、カット紙の用紙長を指定します。設定値は4.23mm（1/6インチ）
単位の行数で表します。

＊　この機能はカット紙の用紙長を指定できるときのみ有効です。指定できないときは、“設定表示”や“状態表示”は表示されません。

ハガキモードの選択／解除

ハガキモードを選択するか解除するかを指定します。

設定表示 状態表示 工場設定

　　　（66行=279.4mm（11インチ））～

設定表示 状態表示 内　　容

ハガキモード解除 工場設定

ハガキモード選択
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メモリスイッチ設定を変更する

本プリンタには32個のメモリスイッチ（MemorySwitch：MSW）が内蔵されていて、各メモリスイッチの
状態（ON/OFF）を切り替えることによってプリンタの様々な設定を変更することができます。

メモリスイッチとは電源スイッチのように機械的なものではなく、設定内容を電気的に切り替え、記憶す
るものです。メモリスイッチのON/OFFはインジケータに を表示させてから切り替えます。この

を表示させるためには、いったん電源をOFFにしなければなりません。

各メモリスイッチの機能とメモリスイッチのON/OFFに対応する設定内容は下の表のとおりです（太字は
工場設定です）。

MSW
番号 機能 OFF ON

1-1
1-2
1-3

各国文字の切り替え
3つのスイッチのON/OFFの組み合わせにより、日
本、アメリカ、イギリス、ドイツ、スウェーデンを
切り替えます。

1-4 用紙長の切り替え＊ 66行（11インチ） 72行（12インチ）

1-5 DC1、DC3の有効／無効の切り替え 有効 無効

1-6 自動復帰改行機能の切り替え 復帰改行 復帰のみ

1-7 印字指令コードの切り替え CR CR＋その他

1-8 CRの機能の切り替え 復帰のみ 復帰改行

2-1 1バイトコード系ゼロの字体の切り替え 0 0

2-2 （未使用）

2-3 グラフィックモードの切り替え＊ ネイティブモード コピーモード

2-4 （未使用）

2-5 印字モードの切り替え＊ HDパイカ HSパイカ

2-6 8ビット/7ビットデータの切り替え 8ビツト 7ビット

2-7 （未使用）

2-8 印字方向の切り替え＊ 両方向最短 片方向

3-1 （未使用）

3-2 HSパイカモードの切り替え＊ SHSパイカ NHSパイカ

3-3 （未使用）

3-4 （未使用）

3-5 （未使用）

3-6 （未使用）

3-7 2バイトコード系ゼロの字体の切り替え 0 0

3-8 ミシン目スキップの有効／無効の切り替え＊ スキップしない スキップする

4-1 （未使用）

4-2 （未使用）

4-3 （未使用）
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＊　制御コードを使って設定を変えることができます。（初期状態になるとメモリスイッチの設定に戻ります。）

チェック�✔
未使用のメモリスイッチは工場設定（OFF）のままにしておいてください。

メモリスイッチのON／OFFの切り替えは、インジケータに表示されるメモリスイッチの番号（ ～
）とスイッチの状態（ ／ ）を見ながら行います。切り替えたいときは、以下の手順に従ってく

ださい。

笊 印字可スイッチを押しながらプリンタの電源をONにします。印字可スイッチは、インジケータに
と表示されるまで押し続けてください。

笆 もう一度印字可スイッチを押します。インジケータには と表示されます。

笳 蜷スイッチを押します。インジケータには と表示されます。

MSW
番号 機能 OFF ON

4-4 ドット列印字モードの印字方向の切り替え 片方向 両方向

4-5 高速印字の選択／解除の切り替え＊ 通常印字 高速印字

4-6 用紙吸入位置の記憶の有効／無効の切り替え 記憶する 記憶しない

4-7 （未使用）

4-8 シートガイドの自動吸入方式の切り替え マニュアル方式 オート方式
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チェック�✔
メモリスイッチが現在どのような状態になっているかを確認したいときは、ここでメモリスイッチ一覧を
印字させることができます。用紙をセット・吸入してから▼スイッチを押してください。

印字結果は次のようになります。

＊　この印字結果は、プリンタが工場設定のままのときの印字例です。

笘 蜷スイッチを押します。インジケータには、現在ON／OFFを切り替えられるメモリスイッチの番号
とON／OFF状態が交互に表示されます。

チェック�✔
プリンタが工場設定のときは と が交互に表示されます。

これは、メモリスイッチ1-1がOFFであることを示しています。

笙 目的の設定に対応するメモリスイッチの番号がインジケータに表示されるまで、蜷スイッチまたは蜻
スイッチを押します。

笞 ▼スイッチまたは▲スイッチを押してON／OFFを切り替えます。（それぞれのメモリスイッチの機能
説明を参照してください。）

笵 設定の変更が終わったら、印字可スイッチをゆっくりと2回押します。プリンタはセレクト状態（印字
可ランプ点灯）になります。

なお、設定を変更したい機能が2つ以上ある場合には、上記の手順笙、笞を繰り返してください。
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国　　名 MSW1-1 MSW1-2 MSW1-3

アメリカ OFF ON OFF

イギリス ON ON OFF

ドイツ OFF OFF ON

スウェーデン ON ON ON

日本 OFF OFF OFF 工場設定

用紙長 MSW1-4

72行（12インチ） ON

66行（11インチ） OFF 工場設定

DC1、DC3の有効／無効 MSW1-5

無効 ON

有効 OFF 工場設定

メモリスイッチの機能

各国文字の切り替え（MSW1-1、1-2、1-3）

3つのメモリスイッチの組み合わせにより各国文字を切り替えます。表以外の組み合わせは、すべてス
ウェーデン文字になります。

用紙長の切り替え（MSW1-4）

用紙長の初期設定を切り替えます。

チェック�✔
行数は4.23mm（1/6インチ）改行時の場合です。3.18mm（1/8インチ）改行時には、それぞれ96行
（304.8mm（12インチ））、88行（279.4mm（11インチ））となります。

DC1、DC3の有効／無効の切り替え（MSW1-5）

制御コードDC1、DC3を有効にするか無効にするかを切り替えます。
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自動優帰改行機能の切り替え（MSW1-6）

バッファフル印字を行うとき、復帰のみの動作を行うか復帰改行動作を行うかを切り替えます。

自動優帰改行 MSW1-6

復帰のみ ON

復帰改行 OFF 工場設定

印字指令コード MSW1-7

CR、LF、VT、FF、US、ESC a、ESC b ON

CRのみ OFF 工場設定

CRの機能 MSW1-8

復帰改行 ON

復帰のみ OFF 工場設定

ゼロの字体 MSW2-1

0 ON

0 OFF 工場設定

印字指令コードの切り替え（MSW1-7）

印字指令コードを何にするかを切り替えます。

CRの機能の切り替え（MSW1-8）

制御コードCRの機能を復帰のみにするか復帰改行にするかを切り替えます。

1バイトコード系の数字ゼロの字体の切り替え（MSW2-1）

8ビットコード表、7ビットコード表において、数字ゼロを“0”と印字するか“Ø”と印字するかを切り替えま
す。
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グラフィックモード MSW2-3

コピーモード ON

ネイティブモード OFF 工場設定

印字モード MSW2-5

HSパイカ ON

HDパイカ OFF 工場設定

有効データ MSW2-6

7ビット ON

8ビツト OFF 工場設定

印字方向 MSW2-8

片方向印字 ON

両方向最短印字 OFF 工場設定

グラフィックモードの切り替え（MSW2-3）

グラフィック（ドット列印字）モードの初期設定をネイティブモードにするかコピーモードにするかを切り
替えます。コピーモードにすると、横ドット数がネイティブモードのときの1/2になります。

印字モードの切り替え（MSW2-5）

印字モードの初期設定をHDパイカにするかHSパイカにするかを切り替えます。

8ビット/7ビットデータの切り替え（MSW2-6）

インタフェースのデータが8ビット有効か7ビット有効かを切り替えます。

チェック�✔
グラフィック（ドット列印字）モードでのデータ転送は、このメモリスイッチの設定によらず8ビット有効
です。

印字方向の切り替え（MSW2-8）

印字方向の初期設定を両方向最短印字にするか片方向印字にするかを切り替えます。



78

HSパイカモードの切り替え（MSW3-2）

HSパイカモードの初期設定をNHSパイカにするかSHSパイカにするかを切り替えます。

HSパイカモード MSW3-2

NHSパイカ ON 工場設定

SHSパイカ OFF

ゼロの字体 MSW3-7

0 ON

0 OFF 工場設定

ミシン目スキップ MSW3-8

有効（する） ON

無効（しない） OFF 工場設定

ドット列印字方向 MSW4-4

両方向 ON

片方向 OFF 工場設定

2バイトコード系の数字ゼロの字体の切り替え（MSW3-7）

漢字コード表において、数字ゼロを“0”と印字するか“Ø”と印字するかを切り替えます。

ミシン目スキップの有効/無効の切り替え（MSW3-8）

電源投入時に連続紙のミシン目の前後25.4mm（1インチ）の印字をスキップするかしないかを切り替えま
す。

チェック�✔
この機能はプッシュトラクタ使用時のみ有効です。また、VFUコマンドによってフォーマットを設定して
いるときは、その設定が優先します。

ドット列印字モードの印字方向の切り替え（MSW4-4）

ドット列印字モードの印字方向を、片方向にするか両方向にするかを切り替えます。

チェック�✔
メモリスイッチ2-8で片方向印字を指定している場合、メモリスイッチ4-4をONにしてもドット列印字方
向は片方向になります。
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高速印字 MSW4-5

選択（高速印字） ON

解除（通常印字） OFF 工場設定

吸入位置の記憶 MSW4-6

無効（記憶しない） ON

有効（記憶する） OFF 工場設定

吸入方式 MSW4-8

オート方式 ON

マニュアル方式 OFF 工場設定

高速印字の選択/解除の切り替え（MSW4-5）

電源投入時に高速印字を選択するか解除するかを切り替えます。

用紙吸入位置の記憶の有効/無効の切り替え（MSW4-6）

用紙吸入位置を微調整したとき、微調整後の吸入位置を記憶するかしないかを切り替えます。

シートガイドの自動吸入方式の切り替え（MSW4-8）

シートガイドを使用するとき、用紙の吸入方式をマニュアル方式にするかオート方式にするかを切り替え
ます。マニュアル方式では吸入/退避スイッチを押して用紙を吸入させますが、オート方式にするとカット
紙はセットされてから数秒で自動的に吸入されます。
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設定変更のための操作方法一覧

プリンタの設定を変更するときに必要な操作の流れを次に示します。

印刷可スイッチ�
＋�

電源ON

パラメータ�
設定状態印字�

ESC O 1で選択�
できるフォント�

蜷� 蜻�

蜻�

蜷�

▼�

▼�

▲�

▲�
▼�

▲�
▼�

▲�
▼�

ESC O 2で選択�
できるフォント�

蜻�蜷�

▼�

▲�

▲�
▼�

▲�
▼�

▲�
▼�

カット紙の�
用紙長指定�

蜻�蜷�

▲�
▼�

印刷可�
スイッチ�

印刷可�
スイッチ�
2回�

設定終了�

メモリスイッチ�
設定状態印字�

蜷� 蜻�

蜻� 蜷�

蜷�

▼�

蜻�蜷� 蜻�蜷�

▲�
▼�

▲�
▼�

▲�
▼�

蜻�
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蜷�

▲�
▼�

ハガキ�
モード�

蜷　：蜷スイッチを押す�
�
蜻　：蜻スイッチを押す�
�
▲　：▲スイッチを押す�
�
▼　：▼スイッチを押す�
�
　　：交互点滅表示�

蜻�蜷�

カット紙の�
用紙長＊�

＊カット紙の用紙長指定が有効のときのみ表示されます。�

蜷�

▼�

▲�

▲�
▼�

▲�
▼�

▲�
▼�
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設定内容をリセットする

変更した設定内容を一度にリセットすることができます。設定内容のリセットは、すべての設定内容を工
場設定に戻します。

チェック�✔
罫線ぞろえを行っていた場合、機能選択スイッチを使ってプリンタの機能設定を変更していた場合、また
用紙を吸入するときに吸入位置を微調整していた場合は、設定内容のリセットを行うとプリンタに記憶さ
れていたこれらの設定もすべて工場設定に戻ります。

変更した設定内容をリセットするときは、いったん電源をOFFにし、改行スイッチを押しながら電源をON
にしてください。
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5章
日常の保守

インクリボンカートリッジの交換
印字が薄くなったときには、次の手順でインクリボンカートリッジを交換してください。

笊 トップカバーを開けます。電源がONであれば
カートリッジホルダがプリンタの左右中央付
近に移動します。電源がOFFであればカート
リッジホルダをプリンタの左右中央付近に手
で移動します。

笆 用紙厚さセットレバーをいちばん手前側（10
の位置）にします。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
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笳 使い終わったインクリボンカートリッジの左
右両側を持ち、リボンを印字ヘッドとカード
ホルダの間から取り外しながら水平に持ち上
げます。

チェック�✔
インクリボンが外れにくいときは、フィー
ドノブを矢印の方向（反時計方向）に回しな
がら取り外してください。

笘 新しいインクリボンカートリッジに付いてい
る赤色のストッパを外します。

笙 NECマークのある面が上になるようにしてイ
ンクリボンカートリッジを持ちます。リボン
がたるんでいる場合は、フィードノブを矢印
の方向（反時計方向）に回してたるみをとって
ください。

笞 インクリボンカートリッジの左右の突起を
カートリッジホルダの左右の溝に合わせま
す。次に、リボンが印字ヘッドとカードホル
ダの間に入るようにし、フィードノブを使っ
てリボンのたるみをとりながらインクリボン
カートリッジ全体を静かに押し込みます。カ
チッと音がしたら新しいインクリボンカート
リッジの取り付け完了です。
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笵 フィードノブを回してリボンのたるみをとっ
てください。

笨 用紙厚さセットレバーを元の位置に戻しま
す。

笶 トップカバーを閉めます。

チェック�✔
印字品質を保つために、インクリボンカー
トリッジは使用期限内にお使いください。
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プリンタのお手入れ
プリンタをいつまでもきれいな状態で使っていただくために、プリンタの外まわりを定期的に柔らかい布
で空拭きしてください。汚れが落ちにくい場合は、次のような方法できれいにしてください。

笊 まず電源をOFFにして、電源コードをコンセ
ントから抜きます。

笘 プリンタの汚れた部分を笳の布で少し強めに
こすって汚れをとります。

POWER

OFF ON

笆 シートガイドを取り外します。

笳 中性洗剤を薄めたぬるま湯または水に柔らか
い布を浸し、よく絞ります。

笙 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度拭き
ます。

笞 最後に、乾いた布で空拭きします。

重要�

蘆 シンナー、ベンジンなど揮発性の溶剤は
使わないでください。材質をいためた
り、変色の原因になることがあります。

蘆 コンセント、ケーブル、およびプリンタ
内部は絶対に水などでぬらさないように
してください。

蘆 プリンタを絶対に分解しないでくださ
い。感電などの事故の原因となり危険で
す。
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紙づまりの処理
用紙がプリンタ内部につまったときは、電源をOFFにして電源コードのプラグをコンセントから抜いてか
ら、つまった用紙を取り除いてください。

用紙がプラテンやその周囲につまって取り除けない場合は、つまった用紙を無理に引っ張ったりせず、次
の手順に従ってフィードローラユニットを取り外してから用紙を取り除くようにしてください。

笊 シートガイドを取り外します。

笆 トップカバーを開けます。

笳 ベールローラガイドを奥へ倒します。

笘 フィードローラユニット全体を持って、手前
に回転させます。

笵 フィードローラユニットの左側をプリンタ内
部に差し込みます。

笙 フィードローラユニットを持ち上げ、取り外
します。

笞 つまった用紙を取り除きます。

チェック�✔
用紙が取り除けたら、プラテンの周囲やプ
リンタ内部に用紙の切れ端などが残ってい
ないかを確認してください。

笨 フィードローラユニット左右底部のスタンド
をプリンタの金属バーに載せます。

笶 フィードローラユニット全体を持って、奥方
向に回転させ固定します。
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筐 べ一ルローラガイドを手前に倒し、確実に
ロックします。



89

　

６
　
故
障
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
は

6章
故障かな？と思った
ときは

修理を依頼する前に
プリンタが思うように動作しなかったり印字の状態がよくなかったりしたときは、次の表でプリンタの症
状に当てはまる項目を探し、確認作業を行った上でそれぞれの処置方法に従ってください。

症　　状 確認事項と処置方法

電源ランプが点灯しない。

電源コードがプリンタまたはコンセントから抜けていませんか。
電源スイッチをOFFにしてから、電源コードのプラグを確実に差し込んでくださ
い。

電源スイッチがOFFになっていませんか。
電源スイッチをONにしてください。

コンセントに電気がきていますか。
コンセントにスイッチがある場合は、そのスイッチをONにしてください。（スイッ
チで確認できない場合は、他の電気製品の電源プラグを差し込んで動作するかどう
かを確認してください。）

電源ランプがいったん点灯し
た後消えてしまい、再度電源
スイッチをONにしても点灯
しない。

コンセントとプリンタの電圧が違っていませんか。
プリンタ背面のラベルに印刷されている電圧とコンセントの電圧を確認してくださ
い。万一違う電圧を使用した場合は、電源コードのプラグをコンセントから抜い
て、お買い求めの販売店にご相談ください。

印字動作をしない。

印刷可ランプが消灯していませんか。
印刷可スイッチを押して印刷可ランプを点灯させてください。

用紙ランプが点灯していませんか。
用紙を正しくセット・吸入して印刷可スイッチを押してください。
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症　　状 確認事項と処置方法

印字動作をしない。

用紙ランプや印刷可ランプが点滅していませんか。
プリンタにエラーが発生しています。エラー表示一覧表（92ぺ一ジ）でインジケー
タの表示を確認して、それぞれの処置方法に従ってください。

インタフェースケーブルが外れていませんか。
プリンタとコンピュータをインタフェースケーブルで正しく接続してください。

印字音はしているのに印刷さ
れない。

リボンカートリッジは正しく取り付けられていますか。
正しく取り付け直してください。

印字速度が急に遅くなった。

長時間印字を続けていませんか。
印字ヘッドが高温になったため、両方向最短印字から片方向印字に切り替えていま
す。印字ヘッドの温度が下がればもとの印字速度に戻りますので、しばらくお待ち
ください。

印字が欠ける。

リボンカートリッジは正しく取り付けられていますか。
正しく取り付け直してください。

リボンがたるんだり、印字ヘッドから外れかけたりしていませんか。
リボンカートリッジを正しく取り付け直してください。

印字が横一列に欠ける。 印字ヘッドのピンが折れています。お買い求めの販売店にご相談ください。

印字が薄い。

リボンのインクが薄くなったり、リボンが波を打つような状態になっていません
か。
新しいリボンカートリッジと交換してください。

用紙厚さセットレバーの位置は適切ですか。
用紙の厚さに合わせて、レバーを適切な位置に動かしてください。第2章の「　　用
紙厚さセットレバー」（33ぺ一ジ）を参照してください。

カット紙がシートガイドから
吸入されない。

用紙はしっかりと差し込まれていますか。
突き当たる感じがするまで、用紙をしっかりと差し込んでください。

連続紙ランプが点灯していませんか。
ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙側）にしてカット紙ランプを点灯さ
せてください。

カット紙がシートガイドから
曲がって吸入される。

用紙は水平にしっかりと差し込まれていますか。
突き当たる感じがするまで、用紙を水平にしっかりと差し込んでください。

用紙に折り目やしわがありませんか。
新しい用紙を使用してください。古くなった用紙や折り目がついた用紙は使用しな
いでください。

用紙は規格に合っていますか。
規格内の用紙を使用してください（付録の「用紙の規格と印字範囲」（130ぺ一
ジ）参照）。

シートフィーダ使用時、カッ
ト紙が吸入されない。

連続紙ランプが点灯していませんか。
ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙側）にしてカット紙ランプを点灯さ
せてください。

用紙が正しくセットされていますか。
用紙をセットし直してください。

澡
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以上のことを確認して、それぞれの処置方法に従っても症状が改善されない場合は、お買い求めの販売店
または添付の「NECサービス網一覧」に記載されているサービス窓口にご相談ください。

症　　状 確認事項と処置方法

シートフィーダ使用時、カッ
ト紙がうまく送られない。

セットする枚数が限界を超えていませんか。
セットする枚数を減らしてください。ホッパに一度にセットできるのは、坪量64
g/m2（連量55kg）の用紙で約180枚です。

スタッカ部に限界を超えた枚数の用紙が積み重ねられていませんか。
スタッカの印字済み用紙を取り除いてください。スタッカ部に一度に積み重ねるこ
とができるのは、坪量64g/m2（連量55kg）の用紙の場合スタッカで約90枚、スタ
ッカガイドで約50枚です。

用紙に折り目やしわがありませんか。
新しい用紙を使用してください。古くなった用紙や折り目がついた用紙は使用しな
いでください。

用紙は規格に合っていますか。
規格内の用紙を使用してください。付録の「用紙の規格と印字範囲」（130ぺ一
ジ）を参照してください。

連続紙が吸入されない。

用紙がトラクタから外れていませんか。
用紙をトラクタに正しくセットしてください。

カット紙ランプが点灯していませんか。
ぺーパセレクションレバーを奥側（連続紙側）にして連続紙ランプを点灯させてく
ださい。

連続紙が曲がって吸入され
る、またはプリンタの中で引
っかかってしまう。

用紙の穴がトラクタピンに正しくかみ合っていますか。
左右でずれていませんか。用紙の穴がトラクタピンに平行になるようにセットし直
してください。

左右のトラクタの間隔が狭いために用紙がたるんでいませんか。
左右どちらかのトラクタを動かして、用紙のたるみをとってください。

セットした用紙のストック分は正しい位置に置かれていますか。
用紙のストック分は連続紙セット位置に対して鉛直線上に、プリンタ本体と平行に
なるように置いてください。

用紙のストック分を置いてある位置がプリンタから遠すぎませんか。
用紙のストック分はプリンタから1m以内に置いてください。

用紙が何かに引っかかっていませんか。
用紙が引っかかっているものを取り除いてください。

用紙は規格に合っていますか。
規格内の用紙を使用してください。付録の「用紙の規格と印字範囲」（130ぺ一
ジ）を参照してください。

ミシン目スキップがずれてし
まう。

用紙長の設定が使用している用紙の用紙長に合っていますか。
メモリスイッチ1-4で連続紙の用紙長を正しく設定してください。第4章の「メモリ
スイッチ設定を変更する」（72ページ）を参照してください。
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エラー表示一覧
プリンタに何らかのエラーが発生して印字できない状態になると、用紙ランプや印字可ランプが点滅する
と同時に、インジケータがエラーの内容を点滅表示します。本プリンタのエラー表示とその意味、および
処置方法は次の表のとおりです。

上記以外の数字が表示されたときは、電源をOFFにし、再びONにしてください。

所定の処置方法で回復しない場合はプリンタの故障が考えられます。無理な操作をせずに、お買い求めの
販売店またはサービス受付窓口に修理を依頼してください。なお、保証期間中の修理は必ず「保証書」を添
えてお申し込みください。

エラー
表示 内　　容 処置方法 用紙

ランプ
印刷可
ランプ

トップカバーが開いています。 トップカバーをきちんと閉じてから印刷
可スイッチを押してください。 点滅 点滅

印字ヘッドが高温になったため、印
字を停止しています。

印字ヘッドの温度が下がれば自動的に印
字を再開するので、そのまましばらくお
待ちください。

点滅 点滅

マルチストライクリボンがなくなり
ました。

リボンを新しいものと交換してから印刷
可スイッチを押してください。 一 一

セットされた用紙の種類（カット紙/
連続紙）とぺーパセレクションレバ
ーの位置があっていない可能性があ
ります。

ぺーパセレクションレバーの位置を用紙
の種類にあわせてから印刷可スイッチを
押してください。これで回復しないとき
は、いったん用紙を取り除いてから再セ
ットしてください。

点滅 消灯

マルチストライクリボンカートリッ
ジを使っているときに用紙厚さセッ
トレバーの位置が6～10の範囲にな
っています。

用紙厚さセットレバーの位置を1～5の
範囲の適切な位置にしてから印刷可スイ
ッチを押してください。または、リボン
カートリッジをマルチストライクリボン
カートリッジ以外のものと交換してくだ
さい。

点滅 消灯

シートフィーダ使用時、用紙排出を
実行したにもかかわらず用紙が排出
されませんでした。

プラテンノブを手で回して、または排
出/カットスイッチを押して用紙を排出
してください。その後、手差しで用紙を
セットして印刷可スイッチを押してくだ
さい。

点滅 消灯

プリンタの設定を変更したときに、
設定が正しくメモリに書き込まれま
せんでした。

電源をOFFにし、再びONにしてから設
定の変更をやり直してください。 点滅 点滅

インクリボンカートリッジが正しく
取り付けられていません。

電源をOFFにし、カートリッジを正しく
取り付け直してから電源をONにしてく
ださい。

点滅 点滅

印字ヘッドの移動経路に障害物があ
ります。

電源をOFFにし、印字ヘッドの移動経路
に障害物がないかを確認してください。
もしあれば、それを取り除いてから電源
をONにしてください。

点滅 点滅

シートフィーダ使用時、電源をONに
したときに用紙を排出できませんで
した。

電源をOFFにし、ペーパセレクションレ
バーが手前側（カット紙側）にあるか、
用紙がつまっていないかを確認します。
レバーの位置が奥側（連続紙側）になっ
ていれば手前側にしてから、用紙がつ
まっていればそれを取り除いてから印刷
可スイッチを押してください。

点滅 点滅
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アフターサービスについて

お客様登録の方法

お客様登録をして、電話問い合わせの際に必要な「121wareお客様登録番号」と、インターネットサポー
ト・サービスをご利用になる時に必要な「ログインID」を取得してください。ご登録いただくことでお客様
に合ったサポート・サービスをご提供させていただきます。

ご登録はインターネット登録をお勧めします。

インターネット登録なら画面案内に従って入力するだけで、簡単に「お客様登録番号」と「ログインID」 が取
得できます。

インターネット登録

笊 マイアカウントにアクセス

NECパーソナル商品総合情報サイト【121ware.com】のマイアカウント
（http://121ware.com/my/）にアクセス

笆 ログインIDを取得

1.「新規登録」をクリック
2.「ご希望ID」、「パスワード」、「お名前」などを入力、ログインIDを取得
※ ログインIDを取得されているお客様は、［ログイン］をクリックし、取得済みのIDとパスワードを入力してく
ださい。

笳 保有商品の登録

［保有商品情報］の［新規・追加登録］をクリックします。
※ ログインIDを取得されているお客様は、［保有商品情報］の［新規・追加登録］をクリック

以降は画面の指示に従ってご登録ください。

FAXによる登録

FAXからの登録は「121wareお客様登録番号」のみの取得となり、インターネットでのさまざまなサポー
ト・サービスをご利用いただけません。インターネットが使えるようになり次第、［ログインID］の取得を
お勧めします。

笊 お手持ちのFAXから次に示すFAX電話番号に電話してFAX情報サービス窓口の「9番」を押します。

電話番号をよくお確かめのうえ、おかけください。

0120-977-121 （フリーコール）　→　9 （FAX情報サービス）

笆 音声ガイダンスに従ってボックス番号「7612＃」を押してください。

お客様登録用紙を入手できます。

笳 お客様登録用紙に必要事項を記入の上、FAXでお送りください。
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修理に出される前に

「故障かな？」と思ったら、修理に出される前に以下の手順を行ってください。

漓 電源コードおよびプリンタケーブルが正しく接続されていることを確認する。

滷 インクリボンカートリッジの取り付けが確実に行われていることを確認する。

澆「修理を依頼する前に」（89ページ）を参照し、該当する症状があれば記載されている処置を行う。

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、この後の「保守サービスについて」（95
ページ）をご覧のうえ、お近くのサービス窓口にご連絡ください。サービス窓口の電話番号、受付時間につ
いては「NECサービス網一覧表」をご覧ください。また、保証期間中の修理は『保証書』を添えてお申し込み
ください。

チェック�✔
蘆 電話をする際、液晶ディスプレイの表示内容やランプの状態（点灯または点滅）をご確認ください。故障
時の液晶ディスプレイの表示、ランプの表示は修理の際の有用な情報となることがあります。

蘆 プリンタをお持ち込みいただくときは「プリンタを運搬するときは」（98ページ）の手順に従ってプリン
タを梱包してください。

装置銘板

保証について

PC-PR101/63には『保証書』が付いています。『保証書』はお買い上げいただいた販売店で所定事項を記入
してお渡ししますので、記載内容を確認の上、大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生し
た場合は、『保証書』の記載内容に基づき、無料修理いたします。詳細については『保証書』をご覧ください。

保証期間後の修理については、この後の「保守サービスについて」(95ページ）をご覧のうえ、PC-PR101/
63をお買い求めになった販売店またはサービス受付窓口にご相談ください。修理によって機能を維持でき
る場合は、お客様の要望により、有料修理いたします。

チェック�✔
本体の背面に、製品の型番、SERIAL No.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された装置銘板
が貼ってあります。販売店にお問い合わせする際にこの内容をお伝えください。また装置銘板の製造番号
と保証書の保証番号が一致していませんと、万一プリンタが保証期間に故障した場合でも、保証を受けら
れないことがあります。お問い合わせの際にご相談ください。
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保守サービスについて

プリンタの問題はプリンタ自身に起因するものばかりでなくパソコンなど関連商品にも起因する場合があ
ります。マニュアルの記載どおりの処置を行っても、なお問題が解決しない場合は次のステップに従って
保守サービスをご利用ください。＊1

珈 インターネットサポート（http://12ware.com/support/）
事前にお客様登録および保有商品登録をお済ませください（「インターネット登録」（93ページ））。この登録
を行うとお客様一人ひとりに合わせた以下の情報・サービスをタイムリーに受けることができます。

蘆 ご登録商品のサポート情報やサポートプログラム
蘆 お客様のパソコンを最新の状態にする「自動アップデートサービス」
蘆 121コンタクトセンターにお問い合わせいただいた履歴、メールにて121ware.comにお問い合わ
せいただいた履歴

玳 電話サポート（0120-977-121）
121コンタクトセンターでは、パソコンや周辺機器・ソフトウエアに関する技術的なご質問・ご相談を全
国約850人の技術スタッフが24時間365日＊2（年中無休）電話でサポートします。
電話音声ガイドをご確認の上、ご利用になりたい窓口番号を押してください。

珎 NECあんしんサービス便（送料・梱包無料）
121コンタクトセンターでは、パソコンや周辺機器に関する故障診断や修理のお問い合わせを承ります。
修理が必要な場合は、当社指定の宅配業者が故障したプリンタを無料でお引き取りし、修理完了後に修理
品をお届けする「NECあんしんサービス便」の受け付けを行います。

蘆 約1週間のスピード修理でお届けします。＊4

蘆 梱包箱の準備から故障品の梱包作業まで宅配業者が無料で実施します。
蘆 お申し込みは365日24時間受付します。

玻 対面サポート（有償）
お客様と直接フェイス・トゥ・フェイスで技術相談や操作指導をします。以下のサポートがあります。

蘆 アクティブワン
蘆 PCクリーンスポット

詳しくは次のサイトにアクセスしてください。　http：//www.fielding.co.jp

＊1 年間一定料金で契約を結び、サービス担当者を派遣する契約保守システムがあります。お買い上げの販売店にご相談ください。
＊2 「購入相談」や「使い方相談」に関するお問い合わせは電話サポート予約サービスを一部利用した場合です。（2004年12月現在の情

報です。サービス内容の詳細や最新情報については、http://121ware.com/121cc/をご覧ください。）
＊3 NEC製パソコンのみ対象
＊4 修理の内容によっては約1週間以上の日数を要する場合があります。

1 　購入後相談

2 　購入相談

3 　買い取り相談・
　　回収リサイクル受付

9 　FAX情報サービス

1　使い方相談

2　故障診断・修理受付 1 　購入後1か月以内

2 　購入後1か月以降
＊3
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プリンタの寿命について

PC-PR101/63の製品寿命は使用年数5年です。その後も継続使用される場合は、販売店またはサービス
受付窓口にご相談ください。なお、印字ヘッドは消耗部品であり、寿命はピンごとに2億ドットです。（た
だし、使用方法により寿命が変動する場合があります。）

補修用部品について

PC-PR101/63の補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後7年です。

ユーザーズマニュアルの再購入について

もしユーザーズマニュアルを紛失されたときは、下記のPCマニュアルセンターに品名を次のように指定し
てお申し込みください。ユーザーズマニュアル（コピー版）を実費で再度購入することができます。

品名　PC-PR101/63ユーザーズマニュアル

なお、ユーザーズマニュアルの紛失に備えて、品名をメモしておくようにしてください。

NEC PCマニュアルセンター

URL： http://pcm.mepros.com/

電話： 03-5471-5215
受付時間　月曜から金曜　10：00～12：00/13：00～16：00
（土曜、日曜、祝日は、ご利用になれません）

FAX： 03-5471-3996
受付時間　24時間（いただいたFAXに対するご回答は翌営業日以降となります。）
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情報サービスについて
NEC製品に関する最新情報を、下記で提供しています。

インターネットのWebページ NEC 8番街（http://nec8.com/）
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プリンタを運搬するときは
プリンタを運搬するにあたっては、プリンタを運搬時の衝撃から守るための準備が必要です。運搬の準備
には、お買い上げ時にプリンタの入っていた箱、最初に取り外した梱包材や保護用部品を使います。次の
手順で運搬の準備を行ってください。

POWER

OFF ON

笊 プリンタおよびコンピュータの電源スイッチ
をOFFにします。

笆 オプション類を使用していたときは、すべて
取り外します。

→第7章「オプション」を参照してください。

笳 シートガイドが付いていれば取り外します。

笘 インタフェースケーブル（プリンタケーブル）
を取り外します。

漓 コンピュータに接続しているコネクタ部
を持って、インタフェースケーブルをコ
ンピュータから抜きます。

滷 プリンタに接続しているコネクタを固定
している固定用ワイヤを外し、コネクタ
部を持ってインタフェースケーブルをプ
リンタから抜きます。
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笙 電源コードを取り外します。

漓 コンセントに接続しているプラグを持っ
て、電源コードをコンセントから抜きま
す。

滷 三極プラグを持って、電源コードをプリ
ンタから抜きます。

笞 インクリボンカートリッジを取り外します。

→「インクリボンカートリッジの交換」（83ページ）
を参照してください。

笵 保護用部品を元の位置に取り付けます。

→第2章の「保護用部品を取り除く」（19ページ）を参
照してください。

笨 梱包材を元のように取り付けて、プリンタお
よび付属品を箱にしまいます。これで準備完
了です。
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プリンタの廃棄とインクリボンカートリッジ
の処理について

プリンタを廃棄する

プリンタの廃棄については、各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わ
せ願います。
また、NECでも法人のお客様に販売したプリンタを対象として、NECグループの物流ネットワークを効率
的に活用し、使用済みとなったプリンタを有償でお客様から再資源化拠点まで回収しております。

回収を依頼される場合の連絡先

蘆 NECロジスティクス株式会社　ロジスティクス営業本部　営業部
TEL　044-733-1298 FAX　044-733-1398
〒211-0063　川崎市中原区小杉町1-403（武蔵小杉STMビル）

蘆 NECフィールディング株式会社　保守ビジネス推進本部　第一ビジネス推進部
TEL　03-3457-7161 FAX　03-3457-1808
〒108-0073　東京都港区三田一丁目4番28号（三田国際ビル）

蘆 株式会社シンシア　リサイクル事業部
TEL　03-3799-5320 FAX　03-3799-5322
〒140-0003　東京都品川区八潮3-2-10

インクリボンカートリッジの処理について

NECでは、資源の有効活用と地域環境保全を目的に使用済みのNEC製インクリボンカートリッジの回収を
行っております。恐れ入りますが、使い終りましたインクリボンカートリッジがございましたら、全国の
NECサービス窓口（添付のサービス網一覧参照）のカウンターにお持ちいただき、回収にご協力をお願いい
たします。
＊　詳しくは、http://www.nec.co.jp/eco/ja

お近くにNECサービス窓口がない場合は、各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体
へお問い合わせください。
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7章
オプション

シートフィーダ
シートフィーダを取り付ければ、まとめてセットしたカット紙やはがきを連続吸入させることができます。
また、シートガイドと同じように手差しで1枚ずつセットして吸入させることもできます。

構成部品

シートフィーダの箱には、以下に示すものが入っています。

センタガイド

シートフィーダ本体

スタッカ
スタッカガイド

ペーパガイド

キャノピ

ホッパガイドバー
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組み立て

次の手順でシートフィーダを組み立ててください。

笊 ホッパガイドバーを握って右側のホッパガイ
ドの上から差し込み、ホッパガイドバーの先
端をホッパガイド背面の穴に固定します。
ホッパガイドバーの上部が奥方向にカーブす
る向きに取り付けてください。

笆 残りのホッパガイドバーを手順笊と同じ方法
で左側のホッパガイドに取り付けます。

笳 レリーズアームを奥側（LOAD PAPER側）に倒
します。

笘 左右のホッパガイドを両端にそれぞれ移動し
ます。

笙 左右のホッパガイドの間にセンタガイドを取
り付けます。センタガイドの下端のつめで本
体の金属部分をはさむようにして取り付けて
ください。

笞 スタッカガイドをミドルガイド（透明なプラス
チック板）の左右中央付近に差し込みます。

LOAD
PAPER

OPERATE
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笵 ぺーパガイドをスタッカガイドの先端から差
し込みます。

各部の名称

ポケットガイド

キャノピ

スタッカ

スタッカガイド

ペーパガイド

ホッパガイドバー

センタガイド

ホッパガイド

セレクトレバー

レリーズアーム

ミドルガイド

イジェクトレバー
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取り付け・取り外し

次の手順でシートフィーダをプリンタに取り付けてください。なお、プリンタに用紙がセットされている
場合は、シートフィーダを取り付ける前に取り除くか（カット紙、はがき）退避させるか（連続紙）してくだ
さい。

笊 プリンタの電源をOFFにします。

笆 シートガイドを取り外します。シートガイド
をななめ後方に引き上げてから、真上に持ち
上げてください。

笳 トップカバーを開けます。

笘 トップカバーのキャノピ（透明な部分）を取り
外します。トップカバー裏側の左右にある突
起を押し下げ、キャノピを持ち上げるように
して取り外してください。

笙 シートフィーダの箱に入っていたキャノピを
笘と逆の手順でトップカバーに取り付けま
す。カチッと音がするまではめ込んでくださ
い。

笞 シートフィーダ下部の左右にある半月状の切
り欠きをプラテン奥側にあるオプションス
タッド（金属棒）に引っかけて、シートフィー
ダを奥方向に回転させながら取り付けます。

笵 トップカバーを閉めます。

笨 スタッカをシートフィーダ手前側のスロット
に差し込みます。

笶 電源をONにします。これで取り付け完了で
す。

筐 シートフィーダの取り外しは、取り付けと逆
の手順で行います。

重要�

シートフィーダの取り付け・取り外しは、
必ず電源をOFFにしてから行ってくださ
い。
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カット紙のセット・吸入　－ホッパを使う－

カット紙をまとめてセットして連続吸入させたいときは、ホッパを使います。次の手順に従ってください。

笊 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笆 電源をONにします。プリンタ内にカット紙が
残っていれば排出されます。

笳 レリーズアームを奥側（LOAD PAPER側）に倒
します。

笘 ミドルガイド上の用紙スケールを参考にし
て、左右のホッパガイドを使用するカット紙
の幅に合わせます。

笙 センタガイドを左右のホッパガイドの中央に
くるように移動します。

チェック�✔
使用するカット紙の幅が狭いためにセンタ
ガイドを取り付けるスペースがない場合
は、センタガイドを取り外してください。

笞 まとめたカット紙を十分にさばいてから用紙
端をそろえ、印字する面を下にしてホッパに
セットします。

B5A4

B5 A4
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チェック�✔
蘆 紙質あるいは厚さの異なるカット紙を混
ぜてセットすることは避けてください。
うまく吸入されないことがあります。

蘆 ホッパに一度にセットできるカット紙の
枚数は、坪量64g/m2（連量55kg）の用
紙で約180枚です。

蘆 左右のホッパガイドが用紙の両端に軽く
接触する程度に合わせてください。

笵 レリーズアームを手前側（OPERATE側）に倒
します。

笨 カット紙をスタッカガイドに排出するときは
イジェクトレバーを奥側（FACE UP側）に、ス
タッカに排出するときはイジェクトレバーを
手前側（FACE DOWN側）にします。

チェック�✔
カット紙をスタッカガイドに排出すると印
字面を上にして積み重ねられるので、印字
結果を確認しながら印字を行うことができ
ます。一方、スタッカに排出すると印字面
を下にして積み重ねられるので、数ページ
にわたる文書を印字したときに用紙をぺ一
ジ順に並べ直す必要がなくなります。

笶 印字可スイッチを押してプリンタをディセレ
クト状態（印字可ランプ消灯）にします。

筐 吸入／退避スイッチを押します。カット紙が
ホッパから1枚自動的に吸入されます。

チェック�✔
ここでカット紙の吸入位置を微調整するこ
とができます。微調整したいときは、「用紙
吸入位置の微調整について」（112ページ）を
ご覧ください。

FACEUP
FACEDOWN 

吸入／退避�
�
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筺 セットしたカット紙の厚さに応じて、用紙厚
さセットレバーを適切な位置にします。

笄 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯
させます。（吸入位置を微調整した場合には、
この操作は必要ありません。）

チェック�✔
蘆 スタッカまたはスタッカガイドに一度に
積み重ねることができるカット紙の枚数
は、坪量64g/m2（連量55kg）の用紙の
場合スタッカで約90枚、スタッカガイ
ドで約50枚です。

蘆 印字の途中でホッパに用紙がなくなった
（用紙ランプ点灯）場合は、新しいカット
紙をセット・吸入してから印字可スイッ
チを押してください。続きが印字されま
す。

重要�

印字範囲より幅の狭い用紙は使用しないで
ください。印字ヘッドやプラテンを傷つけ
ることがあります。
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カット紙のセット・吸入　－ポケットを使う－

シートフィーダを取り付けたままカット紙を手差しで1枚ずつセットして吸入させたいときは、ポケット
を使います。次の手順に従ってください。

笊 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笆 電源をONにします。プリンタ内にカット紙が
残っていれば排出されます。

笳 レリーズアームを奥側（LOAD PAPER側）に倒
します。

笘 ミドルガイド上の用紙スケールを参考にし
て、左右のポケットガイドを使用するカット
紙の幅に合わせます。

笙 カット紙1枚を水平にしてポケットガイドの間
に挿入し、ポケットの中に突き当たるまで差
し込みます。印字する面を下にしてセットし
てください。

笞 印字可スイッチを押してプリンタをディセレ
クト状態（印字可ランプ消灯）にします。

笵 吸入／退避スイッチを押します。カット紙が
ポケットから自動的に吸入されます。

チェック�✔
ここでカット紙の吸入位置を微調整するこ
とができます。微調整したいときは、「用紙
吸入位置の微調整について」（112ページ）を
ご覧ください。

笨 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯
させます。（吸入位置を微調整した場合には、
この操作は必要ありません。）

重要�

蘆 ポケットを使う場合は、プラテンノブを
使っての逆方向改行は行わないでくださ
い。ホッパからカット紙を吸入してしま
うことがあります。

蘆 印字範囲より幅の狭い用紙は使用しない
でください。印字ヘッドやプラテンを傷
つけることがあります。

A4
A4

吸入／退避�
�
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はがきのセット・吸入

はがきをまとめてセットして連続吸入させたいときは、次の手順に従ってください。なお、はがきに印字
するときは、第3章の「はがき印字に関する注意」（46ページ）に必ず目を通してください。

笊 ぺーパセレクションレバーを手前側（カット紙
側）にします。

笆 用紙厚さセットレバーを6の位置にします。

チェック�✔
これは、はがき印字時のレバーの推奨位置
です。はがきに印字したときにインクリボ
ンの汚れが付着したり文字が不鮮明だった
りしたときは、用紙厚さセットレバーの位
置を調整してください。

笳 高速印字スイッチを押しながら電源をONにし
ます。高速印字スイッチは、インジケータに
と表示されるまで押し続けてください。
が5回点滅して、ハガキモードが選択され

ます。

笘 ホッパにセットされている用紙があれば取り
除きます。

笙 レリーズアームを奥側（LOAD PAPER側）に倒
します。

笞 セレクトレバーを手前側（はがき側）にしま
す。

笵 センタガイドを取り外します。

笨 左側のホッパガイドをミドルガイド上の用紙
スケールの“PC”の位置に動かします。

笶 右側のホッパガイドをはがきの縦置きまた
は横置きの幅に合わせて移動します。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

PC
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筐 まとめたはがきを十分にさばいてから端をそ
ろえ、印字する面を下にしてホッパにセット
します。

チェック�✔
ホッパには一度に70枚までの官製はがきを
セットすることができます。

筺 レリーズアームを手前側（OPERATE側）に倒
します。

笄 イジェクトレバーを奥側（FACE UP側）にしま
す。

筍 吸入／退避スイッチを押します。はがきが
ホッパから1枚自動的に吸入されます。

チェック�✔
ここで、はがきの吸入位置を微調整するこ
とができます。微調整したいときは、「用紙
吸入位置の微調整について」（112ページ）を
ご覧ください。

笋 はがきが確実に吸入されたことを確認してか
ら、印字可スイッチを押して印字可ランプを
点灯させます。（吸入位置を微調整した場合に
は、この操作は必要ありません。）

チェック�✔
蘆 はがきの排出は、必ずイジェクトレバー
を奥側（FACE UP側）にして行ってくだ
さい。はがきは印字面を上にしてスタッ
カガイドに積み重ねられます。なお、ス
タッカガイドには官製はがきで30枚ま
で排出することができます。

蘆 はがき吸入時あるいは印字中に紙づま
り、改行不良などが発生した場合には、
電源をOFFにしてから手作業またはプ
ラテンノブを回してはがきを取り除いて
ください。

蘆 手順笳で選択されたハガキモードは電
源をOFFにすると解除されます。電源
をOFFにしてもハガキモードが解除さ
れないようにしたい場合は、パラメータ
設定でハガキモードを選択してください
（第4章の「パラメータ設定を変更する」
（69ページ）参照）。

U P
F A C

F A C

吸入／退避�
�
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シートフィーダ使用時の注意

カット紙と連続紙の切り替え印字について

シートフィーダを取り付けたままでも連続紙に印字することができます。カット紙と連続紙の切り替え手
順はシートフィーダを取り付けていない場合と同じです（第3章の「カット紙と連続紙の切り替え印字」（51
ページ）参照）が、次の点に注意してください。

■ 連続紙をセットするときは、いったんシートフィーダを取り外してから連続紙をセットし、再度
シートフィーダを取り付けてください。

■ 複写式の連続紙を使うことはできません。複写式の連続紙を使う場合はシートフィーダを取り外
してください。

■ イジェクトレバーは奥側（FACEUP側）にしてください。

■ スタッカは取り外してください。

■ シートフィーダを取り付けていても、連続紙のカット機能を使うことができます（第3章の「連続紙
のカット」（43ページ）参照）。カットするときは、イジェクトレバーのエッジにミシン目を合わ
せ、イジェクトレバーを押さえながら連続紙を手前に引っ張ってカットしてください。

U P
F A C

F A C
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用紙吸入位置の微調整について

シートフィーダ使用時に用紙吸入位置の微調整を行う場合、1回の微調整では約8.5mm（40/120インチ、
▼スイッチ2回分）までしか逆方向に用紙送りできません。これ以上逆方向に用紙を送りたいときは次のよ
うにしてください。

笊 印字可スイッチを押して新しい用紙吸入位置をいったんプリンタに記憶させます。

笆 印字可スイッチを押してプリンタをディセレクト状態（印字可ランプ消灯）にします。

笳 改頁スイッチを押します。プリンタはカット紙を排出後、新しいカット紙を吸入します。

笘 ここで再び用紙吸入位置を微調整します。

笙 カット紙が目的の用紙吸入位置にくるまで、手順笆～笘を繰り返します。

チェック�✔
用紙吸入位置の微調整可能範囲は、用紙上端から印字第1行目（文字中央）までの距離が8～26mmになる
範囲です。

用紙がつまったときは

用紙吸入時にカット紙がつまったときは、印字可ランプが消灯または点滅し、用紙ランプが点灯します。
また、排出時につまったときは、印字可ランプが消灯、用紙ランプが点滅し、インジケータに と表示
されます。このようなときは、次の手順に従って処理してください。

笊 プラテンノブを時計方向に回して、つまったカット紙を取り除きます。

笆 吸入／退避スイッチを押します。カット紙が吸入され、用紙ランプが消灯します。

笳 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯させます。
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その他

■ 用紙吸入位置から下へ約50.8mm（2インチ）の領域に印字するときには、改行するたびに印字ヘッ
ドが自動的に中央に移動（センタリング）するため、印字速度が少し落ちます。

■ カット紙がプリンタ内に残ったまま電源をONにしたりソフトウェアリセットや強制リセットを
行ったりしたときは、そのカット紙は自動的に排出されます。

■ 電源ON時や強制リセット時には、ホッパにカット紙がセットされている、いないにかかわらず、
用紙ランプは消灯しています。

■ シートフィーダを使ってテスト印字を行うときは、あらかじめ用紙を吸入しておく必要はありま
せん。改頁スイッチを押しながら電源をONにすると、カット紙が自動的に吸入されてテスト印字
が始まります。（カット紙があらかじめ吸入されていた場合は、プリンタはそのカット紙を排出し
てから新しいカット紙を吸入してテスト印字を開始します。）

■ シートフィーダでは逆方向改行はできません。
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トラクタフィーダ
トラクタフィーダを取り付ければ、標準装備のプッシュトラクタだけのときに比べ、より高い精度で連続
紙を送ることができます。複写式の連続紙などに印字するときにはトラクタフィーダを使用することをお
すすめします。なお、複写式の連続紙を使うときには、付録の「用紙の規格と印字範囲」（130ぺ一ジ）に必
ず目を通してください。

各部の名称

トラクタノブ

取り付け・取り外し

次の手順でトラクタフィーダを取り付けてください。

笊 電源をOFFにします。

笆 シートガイドを取り外します。シートガイド
をななめ後方に引き上げてから、真上に持ち
上げてください。

笳 トップカバーを開けます。

笘 トップカバーのキャノピ（透明な部分）を取り
外します。トップカバー裏側の左右にある突
起を押し下げ、キャノピを持ち上げるように
して取り外してください。

トラクタフード

センタガイド

トラクタ

ロックレバー
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笙 ベールローラガイドを奥へ倒します。

笞 ぺーパネットを手前に倒します。

笵 トラクタフィーダ奥側の左右にあるレバーを
押しながら、左右下部のつめをプラテン奥側
にあるオプションスタッド（金属棒）にかみ合
わせるようにしてトラクタフィーダを取り付
けます。トラクタフィーダがガタついていな
いことを確認してください。

笨 トラクタフードを取り付けます。

笶 ぺーパネットを奥へ倒し、トップカバーを閉
めます。

筐 トラクタフードを閉めます。

筺 電源をONにします。これで取り付け完了で
す。

笄 トラクタフィーダの取り外しは、取り付けと
逆の手順で行います。

重要�

トラクタフィーダの取り付け・取り外し
は、必ず電源をOFFにしてから行ってくだ
さい。

1

2

3
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連続紙のセット・吸入

トラクタフィーダに連続紙をセットするときには、まずプッシュトラクタに連続紙をセットして用紙送り
をしてからトラクタフィーダにセットするという手順になります。

笊 トラクタフードを開けます。

笆 ぺーパネットを手前側に倒します。

笳 ぺーパセレクションレバーを奥側（連続紙側）
にします。

笘 プッシュトラクタの左右のロックレバーを奥
側にしてロックを解除し、左右のトラクタカ
バーを開けます。

笙 ベールローラガイド上の目盛り（カラムスケー
ル）を目安にしながら、左右のトラクタをほぼ
連続紙の幅に合わせます。また、センタガイ
ドを左右のトラクタの中央にくるように移動
します。

2 1

109／�
1
2
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笞 印字する面を下にして、連続紙をプリンタ背
面とトラクタフードの間のすきまから差し込
みます。

笵 トラクタの位置を微調整しながら連続紙の先
端左右の用紙送り穴をトラクタピンに差し込
み、トラクタカバーを閉じます。連続紙は印
字する面を下にしてセットしてください。

笶 ぺーパネットを奥側に倒します。

チェック�✔
セットする連続紙のストック分は、プッ
シュトラクタの連続紙セット位置に対して
鉛直線上で、プリンタ本体と平行にしてく
ださい。

笨 連続紙が左右方向にたるまないようにトラク
タの位置を決めたら、左右のロックレバーを
手前側にしてロックします。
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筐 電源をONにします。電源ランプと用紙ランプ
が点灯します。

筺 吸入／退避スイッチを押します。連続紙が吸
入され、用紙ランプが消灯します。このと
き、連続紙がプラテンの下を回り込みプラテ
ンとカードホルダの間を通っていることを確
認してください。

笄 トラクタフィーダの左右のロックレバーを下
側にしてロックを解除し、左右のトラクタカ
バーを開けます。

筍 トラクタフィーダ前面の目盛り（カラムスケー
ル）を目安にしながら、左右のトラクタをほぼ
連続紙の幅に合わせます。また、センタガイ
ドを左右のトラクタの中央にくるように移動
します。

笋 改頁スイッチを押して連続紙を1ページ分送り
出します。

吸入／退避�
�

改頁�

筌 トラクタの位置を微調整しながら連続紙左右
の用紙送り穴をトラクタピンに差し込み、ト
ラクタカバーを閉じます。
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筅 連続紙が左右方向にたるんだりしわになった
りしないようにトラクタの位置を決めたら、
左右のロックレバーを上側にしてロックしま
す。

筵 連続紙が用紙送り方向にたるんでいる場合
は、たるみがなくなるまでトラクタノブを十
分に押し込みながら時計方向に回します。

筥 印字第1行目はカードホルダの左右にある2本
の凸状の線の間にくるので、位置が合わない
場合はプラテンノブを回して調整します。

筴 トラクタフードを閉めます。

筧 セットした連続紙の厚さに応じて、用紙厚さ
セットレバーを適切な位置に動かします。

筰 印字可スイッチを押して印字可ランプを点灯
させます。

チェック�✔
トラクタフィーダ使用時には、連続紙の
カット機能は使えません。

重要�

印字範囲より幅の狭い用紙は使用しないで
ください。印字ヘッドやプラテンを傷つけ
ることがあります。
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カラーキット
カラーキットを取り付ければ、次のようなことができます。

■ 使用しているソフトウェアがPC-PR101系のカラー印字に対応しているならば、カラーキットにカラー
インクリボンカートリッジを取り付けることにより7色のカラー印字を行うことができます。

■ カラーキットにロングライフインクリボンカートリッジを取り付けることにより、通常の黒単色印字の
ランニングコストを安くすることができます。

チェック�✔
カラーキットにインクリボンカートリッジ（黒）を取り付けて通常の黒単色印字を行うこともできます。
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カラーキットとリボンカートリッジの取り付け

まず、次の手順でカラーキットを取り付けてください。

重要�

長時間印字を続けた後は印字ヘッドが高温になっているため、手を触れると危険です。十分に温度が下がっ
てから作業するようにしてください。

笊 プリンタの電源をOFFにします。

笆 トップカバーを開けます。

笳 カートリッジホルダをプリンタの左右中央付
近に手で移動します。

笘 用紙厚さセットレバーをいちばん手前側（10
の位置）にします。

笙 インクリボンカートリッジ（黒）を取り外しま
す。リボンカートリッジの左右両側を持ち、
リボンを印字ヘッドとカードホルダの間から
取り外しながら水平に持ち上げてください。

チェック�✔
インクリボンが外れにくいときは、フィー
ドノブを矢印の方向（反時計方向）に回しな
がら取り外してください。

笞 ベールローラガイドを奥へ倒します。

笵 印字ヘッドの左右にある止め金を外側に外し
ます。

笨 印字ヘッドを図のようにしっかりとつかみ、
上方に強く引っ張って取り外します。
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笶 カートリッジホルダの中央部にあるファスナ
をコインなどで反時計方向に回してゆるめ、
カートリッジホルダを水平に持ち上げて取り
外します。

筐 カラーキットを図のような向きにして、ファ
スナの頭の溝をUNLOCKの▼の位置に合わせ
ます。

筺 カラーキットのファスナとその左側の穴が
キャリッジフレームの溝と突起にぴったりと
はまるように、また右上部の切り欠きがキャ
リッジフレームにはまるように、カラーキッ
トをキャリッジフレームに載せます。

笄 カラーキット右上にあるコネクタを上から押
さえ、キャリッジフレームのコネクタにはめ
込みます。

筍 ファスナをLOCKの▼の位置まで時計方向に
回し、カラーキットを固定します。

笋 キャリッジフレームを左右に動かして、カ
ラーキット左上のピンが回転することを確認
します。

チェック�✔
ピンが回転しない場合は取り付け位置がず
れています。もう一度手順笶からやり直し
てください。
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筌 印字ヘッドを元の位置に取り付け、止め金を
はめて固定します。これでカラーキットの取
り付け完了です。

つづいてリボンカートリッジを取り付けます。カ
ラーインクリボンカートリッジ、ロングライフイン
クリボンカートリッジ、インクリボンカートリッジ
（黒）とも取り付け方は同じです。

筅 カラーインクリボンカートリッジからは保護
シートを、インクリボンカートリッジ（黒）か
らは赤色のストッパをそれぞれ取り外しま
す。
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筵 リボンカートリッジの右の突起をカートリッ
ジホルダに差し込みます。次に、リボンが印
字ヘッドとカードホルダの間に入るように
し、フィートノブを使ってリボンのたるみを
とりながらインクリボンカートリッジの左側
を静かに押し込みます。カチッと音がしたら
取り付け完了です。

筥 ベールローラガイドを手前に倒し、確実に
ロックします。

筴 トップカバーを閉めます。
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プリンタケーブル
PC-PR101/63には、プリンタケーブル（コンピュータとプリンタをつなぐケーブル）が添付されていませ
ん。次の表をご覧になり、適切なプリンタケーブルを別途お買い求めください。

＊1 PC98-NXシリーズでのみ使用可
＊2 PC-H98-K05と同等、長さ1.5m
＊3 ハイレゾリューションモードでは、プリンタステータスウィンドウ機能、音声メッセージ機能は利用不可

蘆 コンピュータ本体とプリンタとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブル
を使用したり、市販のプリンタバッファ、プリンタ切り替え器、プリンタ共有器などを使用すると、プ
リンタの機能の一部または全部が正常に動作しない場合があります。

蘆 ネットワークに接続する場合はオプションの「LANアダプタ」と専用のネットワークケーブルが必要で
す。

蘆 対応コンピュータについての最新情報はカタログや情報サービスで提供しています。

コンピュータ本体 プリンタケーブル

PC98-NXシリーズを含むIBM PC/AT互換機（DOS/V対応機） PC-PRCA-01（1.5m）
PC-CA205（4m）＊1

PC-9800シリーズ
デスクトップタイプ
ミニタワータイプ

98MATEシリーズ（除くAp・As・Ae・Af）
98MATEサーバシリーズ
98FELLOWシリーズ（除くBA・BX）
98MULTiシリーズ（除くCe）
98MULTi CanBeシリーズ
VALUE STARシリーズ
CanBeJam
CEREB
98FINE
PC-H98シリーズ＊3

PC-CA202（1.5m）＊2

PC-CA204（4m）

PC-98XA・XL・XL2・RL＊3 PC-PR801-21
(パソコン本体に標準添付)

上記以外の14ピンパラレルインタフェースを持つデスクトッ
プタイプ PC-CA203（4m）

98サーバシリーズ SV-H98シリーズ*3
SV-98シリーズ PC-CA204（4m）

98NOTEシリーズ

Lavieシリーズ
Aileシリーズ
98NOTE Light
PC-9821Nf・Np・Nx・Nd・Nm・Ne3・Ne2・Nd2
PC-9801NL/A・NS/A

PC-CA202（1.5m）＊2

PC-CA204（4m）

上記以外の20ピンパラレルインタフェースを持つ98NOTEシ
リーズ PC-9801N-19（1.5m）

PC-9800シリーズ
ラップトップタイプ PC-9821Ts PC-CA202（1.5m）＊2

PC-CA204（4m）

プリンタ増設インタフェースボード（PC-9801-94 ) PC-CA202（1.5m）＊2

PC-CA204（4m）
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付録

仕様
印字方式 インパクトドットマトリクス方式

印字ヘッドワイヤ数 24本（12本×2列　千鳥配列）

印字ヘッドワイヤ径 0.2mm

解像度 約6.3 ドット/mm（160DPI）

印字方向 両方向最短距離印字および片方向印字

混在印字 同一行の混在についてはコンデンスモードおよびコピーモードのグラフィック
以外はすべて可能

改行幅 4.233mm（1/6インチ）、3.175mm（1/8インチ）、および0.212×n mm（n/
120インチ（n＝0～99））

改行時間 約80ms（4.233mm（1/6インチ）改行時）

改行方向 順方向および逆方向

最小改行量 0.212mm（1/120インチ）
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文字種 印字桁数/行 印字速度＊/秒

A
N
K

英
数
カ
ナ

パイカ
HS

NHS 80字 180字

SHS 80字 240字

HD 80字 94字

コンデンス 137字 206字

エリート 96字 96字

プロポーショナル 最大213字 100～251字

C
G
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

パイカ
HS

NHS 80字 180字

SHS 80字 240字

HD 80字 94字

コンデンス 137字 206字

エリート 96字 96字

プロポーショナル 80字 94字

漢字（全角）

10.5P、3/20インチ幅 53字 63字

10.5P、1/5インチ幅 40字 47字

9.5P相当、1/6インチ幅 48字 48字

9.5P相当、2/15インチ幅 60字 60字

7P相当、1/10インチ幅 80字 60字

12P相当、1/6インチ幅 48字 48字

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

8ビツト
コピーモード 640ドット 180字

ネイティブモード 1280ドット 188字

16ビット 1280ドット 94字

24ビット 1280ドット 63字

印字桁数と印字速度

＊ インクリボンカートリッジ（黒）を使用し、用紙厚さセットレバーの位置を3にした場合の印字速度

用紙送り方式 蘆 シートガイド
蘆 プッシュトラクタ
蘆 シートフィーダ（オプション）
蘆 トラクタフィーダ（オプション）

用紙厚調整 手動11段（ヘッド移動）

インクリボンカートリッジ 蘆 インクリボンカートリッジ（黒）（PC-PR201G-01）
蘆 カラーインクリボンカートリッジ（PC-PR101G2-01）＊

蘆 ロングライフインクリボンカートリッジ（PR201/80LA-01）＊
＊ カラーキット（オプション）を取り付けた状態でのみ使用可能。

インタフェース セントロニクス社仕様に準拠

（

）
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使用コード 蘆 8ビットコード
蘆 7ビットコード
蘆 漢字コード

環境 蘆 動作温度 ：5℃～38℃
蘆 動作湿度 ：10％～85％（シートフィーダ使用時は45％～70％）
蘆 保管温度 ：－25℃～60℃＊

蘆 保管湿度 ：0％～90％
蘆 塵埃量、ガス成分 ：一般事務室程度
＊ 開梱後の状態での保管条件は、0℃～40℃の環境で1年以内とします。使用時は使用場所の環境
に十分なじませてください。

電源 100V±10％、50/60Hz共用

質量 約11kg

寸法 幅 460mm×奥行 380mm×高さ 167mm

消費電力 動作時最大 ：175W（275VA）
動作時平均 ：75W
待機時 ：35W以下
電源スイッチOFF時 ：0W
（電源スイッチは、メカニカルスイッチを使用しています。）

ヘッド寿命 2億ドット／ピン

製品寿命 使用年数5年
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用紙の規格と印字範囲

用紙サイズ

蘆「印字範囲」（132ページ）を参照してください。

蘆 シートガイドおよびシートフィーダ使用時の取り扱い可能定型用紙は次のとおりです。

◇　シートガイド使用時

◇　シートフィーダ使用時
使用方向

用紙サイズ

B4 B5 A4 A5

縦置き × ○ ○ ○

横置き × × × ○

使用方向
用紙サイズ

B4 B5 A4 A5

縦置き ○ ○ ○ ○

横置き × ○ × ○
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用紙の種類と複写枚数

＊ 再生紙は、一般室温の環境下で使用してください。また紙質によってはインクのにじみや紙づまりが発生することがあります。そ
の場合は、紙質の良いものに変更してください。

複写式の連続紙に関する注意

蘆 最上層用紙（1枚目）はインクリボンのインクをすばやく吸収し、かつインクのにじみが少ないものを使
用してください。

蘆 プレプリント用紙（書式があらかじめ印刷されている用紙）はなるべく使用しないでください。

蘆 複写にあたっては次の要領で用紙をまとめてください。

◇ 片端の用紙送り穴付近で点のりづけ、他端の用紙送り穴付近で紙ホッチキス止め。

◇ 両端の用紙送り穴付近で点のりづけ（双方向改行を行う場合は必ずこのとじ方にすること）。

◇ 用紙枚数2枚の場合は、両端の用紙送り穴付近の紙ホッチキス止めも可。

◇ 金属ホッチキスは使用しないこと。

用紙送り方式
印字用紙 複写枚数

（オリジナルを含む）種　類 坪量（連量）

シートガイド
上質紙（カット紙）＊ 46.5～81.4g/m2（40～70kg） 1

はがき 最大157.0g/m2（135kg） 1

シートフィーダ
（オプション）

上質紙（カット紙）＊ 64.0～81.4g/m2（55～70kg） 1

はがき 最大157.0g/m2（135kg） 1

プッシュトラクタ
トラクタフィーダ
（オプション）

上質紙（連続紙）＊ 46.5～81.4g/m2（40～70kg） 1

裏カーボン紙 40.7～46.5g/m2（35～40kg） 3

ワンタイムカーボン紙 34.9～40.7g/m2（30～35kg） 4

感圧紙 46.5～64.0g/m2（40～55kg） 2
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印字範囲

カット紙
第1桁目印字位置 最終桁目印字位置

A

E F

C

B

D印字範囲

＊ 用紙幅両端から12.7mmの範囲には印字しないでください。
＊ 連続紙、複写用紙は使用しないでください。
＊ 用紙上端より約35mmまでの範囲内では印字位置がばらつくことがあるため、この領域では合成印字（拡大、強調印字など）、罫線印
字、絵の印刷などは行わないでください。

＊ 用紙なし検出後から下端に逆方向改行はできません。
＊ 紙端が痛んだり用紙がつまるのを防ぐため、右の図に示した領域での逆方向改
行は行わないでください。

符号 項　　目 寸　　法

A 用紙幅 127～257mm（5～10.1インチ）

B
用紙上端から第1印字行までの距離 23.6mm（文字中央）

自動用紙繰り出し量 23.6mm±2mm（文字中央）

C 用紙下端から最終印字行までの距離 27.2mm以上のこと（文字中央）注1

D 用紙長 91.4～364mm（3.6～14.3インチ）

E 用紙左端から第1桁目印字位置までの距離 12.7mm以上のこと（文字中央）

F 用紙右端から最終桁目印字位置までの距離 12.7mm以上のこと（文字中央）

シートガイドを使用した場合

72mm

33.9mm

逆方向改行�
禁止領域�

注1 文字下端で25.4mm。フォームズオーバライド機能により用紙下端から3mmの位置まで印字できますが、用紙下端から25.4mm～
3mmの範囲の紙送り精度は保証できません。
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シートフィーダ（オプション）を使用した場合

符号 項　　目 寸　　法

A 用紙幅 148～216mm（5.8～8.5インチ）

B 用紙上端から第1印字行までの距離 8±2mm（文字中央）

C 用紙下端から最終印字行までの距離 8mm以上のこと（文字中央）

D 用紙長 109～364mm（4.3～14.3インチ）

E 用紙左端から第1桁目印字位置までの距離 12.7mm以上のこと（文字中央）

F 用紙右端から最終桁目印字位置までの距離 12.7mm以上のこと（文字中央）

＊ 用紙下端より約25mmまでの範囲内では印字位置がばらつくことがあるため、この領域では合成印字（拡大、強調印字など）、罫線印
字、絵の印刷などは行わないでください。

＊ 第1桁目印字位置（E）は、用紙幅に応じてセットしなければなりません。
＊ 逆方向改行はできません。

連続紙

D

第1桁目印刷位置 最終桁目印刷位置

E

E

A

B

6.35 6.35

φ4±0.3

C

12
.7
±
0.
3

6.
35

(単位:mm)

印刷範囲

符号 項　　目 寸　　法

A 用紙幅 114～254mm（4.5～10インチ）

B トラクタを最左端に寄せたときの用紙左端から第1桁目印字位置まで
の距離 33mm（文字中央）

C トラクタを最左端および最右端に寄せたときの第1桁目印字位置の移
動量 10インチ用紙で2mm

D トラクタを最右端に寄せたときの用紙右端から第80桁目印字位置ま
での距離 33mm（文字中央）

E ミシン目および折り目の影響による汚れおよび改行ピッチを避けるた
め、印字をしないことが望しい範囲 25.4mm（文字下端）
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連続紙に関する注意
＊ 用紙幅両端から12.7mmの範囲は印字しないでください。
連続紙の自動用紙繰り出し量は23.6±2mm（文字中央）です。

＊ 連続紙の最後の部分は、用紙穴からトラクタピンが外れてしまい連続紙が送られなくなる
ため、用紙下端から152.4mm（6インチ）の範囲では印字しないようにしてください。

＊ 用紙上端より約35mmまでの範囲内では印字位置がばらつくことがあるため、この領域で
は合成印字（拡大、強調印字など）、罫線印字、絵の印刷などは行わないでください。

＊ 紙端が痛んだり用紙がつまるのを防ぐため、右の図に示した領域での逆方向改行は行わな
いでください。

先頭用紙

ミシン目

最終用紙

ミシン目

逆方向改行
禁止領域152.4mm

33.9mm

25.4mm

25.4mm

25.4mm

25.4mm

はがき

印刷範囲�
印刷範囲�

(横置き)(縦置き)

D

E

F
G

B

C

A

E

F

A

DC

B

符号 項　　目 寸　　法

A はがき横幅 100mm

B はがき長さ 148mm

C はがき左端から第1桁目印字位置までの距離 12.7mm（文字中央）

D はがき右端から最終桁目印字位置までの距離 11.5mm（文字中央）

E はがき上端から第1印字行までの距離 11.5mm（文字中央）

F はがき下端から最終印字行までの推奨距離 24mm（文字中央）

G はがき下端から最終印字行までの最小距離 14mm（文字中央）

＊ はがき上端より25mmおよびF－Gの範囲内では改行ピッチがばらつくことがあるため、合成印字（拡大、強調印字など）、絵の印刷、
罫線印字などは行わないでください。
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初期状態
電源をONにしたとき、ソフトウェアリセットをしたとき、強制リセットをしたとき、およびインタフェー
ス信号INPUT･PRIMEを受信したときの初期状態を次に示します。INPUT･PRIMEでは＜　＞内の項目だ
けは、初期状態になりません。

＊ 工場設定

項　目 初期状態 備　考

く用紙長＞ 66行（11インチ）＊または72行（12インチ） メモリスイッチ1-4による

＜ボトム領域＞ なし

＜垂直タプセット位置＞
チャネル2：第7、13、19、25、31、37、43、
　　　　　 49、55、61行目
チャネル3～6：なし

用紙行位置 現在行をT.0.F位置とする

レフトマージン幅 000

ライトマージン幅 080

水平タプセット位置 なし

行メモリ クリア

行メモリアドレス 最左端相当位置

改行幅 1/6インチ

キャラクタモード カタカナモード（8ビットコード）＊または英数モー
ド（7ビットコード） メモリスイッチ2-6による

グラフィックモード ネイティブモード＊またはコピーモード メモリスイッチ2-3による

印字モード HDパイカ＊またはHSパイカ メモリスイッチ2-5による

HSパイカモード NHSパイカ＊またはSHSパイカ メモリスイッチ3-2による

＜セレクト/ディセレクト＞ セレクト ただしPE信号がHlGHのとき
はディセレクトになる

印字方向（文字） 両方向最短＊または片方向 メモリスイッチ2-8による

改行方向 順方向改行

拡大印字 解除

強調印字 解除

ラインの指定 アンダライン

ラインの太さの指定 細線

ライン印字モード 解除

外字登録 登録エリアすべてにわたり未登録状態

ダウンロード文字登録 プリンタ内蔵文字印字モード登録エリアはすべて未
登録状態

半角縦印字 解除

半角組文字縦印字 解除

漢字文字幅 3/20インチ
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＊ 工場設定

項　目 初期状態 備　考

漢字文字サイズ 10.5ポイント

スクリプト文字 解除

高速印字 解除＊または選択 メモリスイッチ4-5による

シートフィーダ 全排出実行、用紙なし状態解除 シートフィーダ使用の場合

ミシン目スキップ 有効または無効＊ メモリスイッチ3-8による

印字方向（ドット列） 片方向＊または両方向 メモリスイッチ2-8、4-4に
よる

カット紙の用紙長指定 有効または無効＊ パラメータ設定による

カット紙の用紙長 66行（11インチ）＊または設定値 パラメータ設定による

ANK文字フォント 標準＊、イタリック、クーリエ、ゴシック パラメータ設定による

くハガキモード＞ 解除＊または選択 パラメータ設定による

カラー 黒

クワイエット印字 解除＊または選択 機能選択スイッチを使っての
設定による

固定ドットスペース 解除

倍率設定 解除

縮小組文字縦印字 解除

文字修飾 解除
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インタフェース

インタフェース信号の機能

ピン
番号 信号名 略称

方向

機　　能
プリ
ンタ ←

コンピ
ュータ

1 データストローブ DATA STB ← DATA 1～8を読み込むための同期信号である。定常状態はHIGHであ
り、HIGHからLOWになったときBUSYがHIGHになり、次にLOWか
らHIGHになるまでにDATA 1～8を読み込む。パルス幅は最小1μsと
する。LOWのままでは次の動作を開始しない。

2 データ1 DATA 1 ← 各信号は、データの1ビット目から8ビット目の情報を受信する入力信
号である。論理1はHIGHである。
DATA 1が最下位桁（LSB）、DATA8が最上位桁（MSB）である。
パルス幅は最小3μsとする。

3 データ2 DATA 2

4 データ3 DATA 3

5 データ4 DATA 4

6 データ5 DATA 5

7 データ6 DATA 6

8 データ7 DATA 7

9 データ8 DATA 8

10 アクノレッジ ACK → 受信したデータをプリンタ内へ取り込み完了したことを示す信号
で、DATA STB受信に対する応答である。ただし、電源ON時、無条
件に一度出力する。定常状態はHIGHであり、約8μsLOWとなるパル
スを出力する。

11 ビジィ BUSY → プリンタがデータ受信不可能（BUSY）状態であることを知らせる信
号である。LOWの場合、データ入力が可能である。次の条件を満たす
ものが1つでもあればHIGHになる。それ以外ではLOWである。
・ディセレクト中のとき
・INPUT PRIME信号がLOWになったときから所定時間経過し、か
　つINPUT PRIME信号がHIGHになるまでの間
・データを受信してから、プリンタ内へ取り込み完了するまでの間

12 ペーパエンド PE → 用紙の有無を示す。

13 セレクト SELECT → プリンタがセレクト中（HIGH）かディセレクト中（LOW）かを示
す。セレクト中はデータの受信が可能である。

14,15 － － － 将来の拡張用

16 シグナルグランド SG － 信号用グランド

17 フレームグランド FG － フレームグランド

18 ＋5V ＋5V → プリンタが電源投入状態であることを示す。

19-30 TWISTED PAIRGND － － （信号用グランドに接続されている。）

31 インプットプライム INPUT PRIME ← この信号がLOWになるとプリンタは初期状態になる。定常状態
はHIGHである。

32 フォルト FAULT → 次のいずれかの条件が発生したときLOWになる。
・ディセレクト中のとき
・プリンタがエラー状態のとき

33 シグナルグランド SG － 信号用グランド

34-36 － － － 将来の拡張用

DATA1～8

BUSY

1  s�
min

µ

DATA STB

1  s�
min

µ1  s�
min

µ
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タイムチャート

データ受信時電源ON時

BUSY

DATA1～8

DATA STB

ACK

用紙なし�
用紙あり�

t1

t2 t3 t4
= 約8mst1 µ

：1ms mint2, t3, t4 µ

BUSY

DATA1～8

DATA STB

ACK

コネクタピン配置

＊ これらのピンの端子はプリンタ内部で相互に接続されています。

18

36 19

1

FG

ピン
番号 信号名 ピン

番号 信号名 ピン
番号 信号名 ピン

番号 信号名

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

DATA STB
DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
DATA 8
ACK

11
12
13
14
15
16＊
17
18
19＊
20＊

BUSY
PE
SELECT
（将来の拡張用）
（将来の拡張用）
SG
FG
+5V
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND

21＊
22＊
23＊
24＊
25＊
26＊
27＊
28＊
29＊
30＊

TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND
TWISTED PAIR GND

31
32
33＊
34
35
36

INPUT PRIME
FAULT
SG
（将来の拡張用）
（将来の拡張用）
（将来の拡張用）
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電気的特性

入力回路 出力回路

信号名 回路形式

DATA 1～8
DATA STB
INPUT PRIME

信号名 回路形式

ACK
FAULT
BUSY
PE

SELECT

+5V

+5V

1KΩ

LS06相当品 100pF

+5V

1KΩ
LS06相当品

+5V

1KΩ

LS04または
LS14相当品

1000pF
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文字コード表
本プリンタは、8ビットコード、7ビットコードのうちの1つと漢字コードを使用することができます。
8ビットコードと7ビットコードの切り替えはメモリスイッチ2-6によって行います。工場設定は8ビット
コードです。

また、メモリスイッチ1-1～1-3を切り替えることによりアメリカ、イギリス、ドイツ、スウェーデンの各
国特殊文字が入ったコードにすることができます。工場設定は各国特殊文字の入らないコードです。
漢字コードは、半角文字、JIS第1水準の漢字や記号など、およびJIS第2水準の漢字を印字するのに使用で
きます。半角文字とは全角（普通の漢字）の半分の横幅の文字で、英字、数字、記号、カナなどがあります
（JIS C62269-1978準拠）。

○：印字可能
＊1 漢字の詳細： JIS第1水準漢字 2965種

JIS第2水準漢字 3384種
記号（SPを含む） 108種
英数字 62種
ひらがな 83種 計　7014種
カタカナ 86種
ギリシャ文字 48種
ロシア文字 66種
半角文字（SPを含む） 212種

印刷モード

文字種

ANK

CG
グラフィック
56種

ANK

漢字＊1

7014種

英数字・記号
（SPを含む）
96種

カタカナ・記号
63種

ひらがな
55種

各国文字
15種214種

270種

285種

NHSパイカモード ○ ○ ○ ○ ○ ―

SHSパイカモード ○ ○ ○ ○ ○ ―

HDパイカモード ○ ○ ○ ○ ○ ―

コンデンスモード ○ ○ ○ ○ ○ ―

エリートモード ○ ○ ○ ○ ○ ―

プロポーショナルモード ○ ○ ○ ○ ○ ―

漢字モード ― ― ― ― ― ○



141

　
付
録

1バイト系コード表

8ビットコード表

8ビットコード表　― カタカナモード ―

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E Fb8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1

0 0 1 0 2

0 0 0 1 1 DC1

0 1 0 1 5

0 1 1 0 6

0 1 1 1 7

1 0 0 0 8 CAN

1 0 0 1 9 HT EM

1 0 1 0 A LF

1 1 1 1 F SI US

列
行

▲
▲

▲
▲

1 0 1 1 B VT ESC 注4 注9

1 1 0 0 C FF FS 注5 注10

1 1 0 1 D CR GS 注6 注11

1 1 1 0 E SO RS 注7 注12

0 0 1 1 3 DC3 注1

0 1 0 0 4 EOT 注2

0 0 0 0 0 SP 注3 注8

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E Fb8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1

0 0 1 0 2

0 0 0 1 1 DC1

0 1 0 1 5

0 1 1 0 6

0 1 1 1 7

1 0 0 0 8 CAN

1 0 0 1 9 HT EM

1 0 1 0 A LF

列
行

▲
▲

▲
▲

0 0 0 0 0 SP 注3 注8

0 0 1 1 3 DC3 注1

0 1 0 0 4 EOT 注2

1 0 1 1 B VT ESC 注4 注9

1 1 0 0 C FF FS 注5 注10

1 1 0 1 D CR GS 注6 注11

1 1 1 0 E SO RS 注7 注12

1 1 1 1 F SI US

8ビットコード表　― ひらがなモード ―
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7ビットコード表

〈注1～注12〉 各国特殊文字
（メモリスイッチ1-1～1-3で切り替えます。）

〈注13〉 2～5列はキャラクタモードによって以下のように切り
替わります。

0 0 0 0 1 1 1 1

0 0 1 1 0 0 1 1

0 1 0 1 0 1 0 1

b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1

0 1 0 0 4 EOT DC4 注2

0 0 1 1 3 DC3 注1

0 0 1 0 2 DC2

0 0 0 1 1 DC1

0 1 0 1 5

0 0 0 0 0 SP 注3 注8

0 1 1 0 6

0 1 1 1 7

1 0 0 0 8 CAN

1 0 0 1 9 HT EM

1 0 1 0 A LF

1 1 0 0 C FF FS 注5 注10

1 1 0 1 D CR GS 注6 注11

1 1 1 0 E SO RS 注7 注12

1 1 1 1 F SI US

列
行

▲
▲

▲
▲

0　ま た は　1

{注13

1 0 1 1 B VT ESC 注4 注9

0 1 2 3 4 5 6 7

注 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

コード 23 24 40 5B 5C 5D 5E 60 7B 7C 7D 7E

スウェーデン

日　　　　本

ド　  イ　  ツ

イ  ギ  リ  ス

ア  メ  リ  カ

行

列

0

1

2

4

3

6

5

7

8

9

A

B

C

D

E

F

CGグラフィックモード ひらがなモード カタカナモード

2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5
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漢字コード表（2バイト系コード表）

本プリンタでは、1978年版のJIS漢字コード表に対応しています。

次の漢字コード表（半角文字、全角文字―JIS第1水準―、全角文字―JIS第2水準―）は、JIS1978年版に準
拠しています。

漢字コード表　― 半角文字 ―

注： 0列、0030行の「0」の書体はメモリスイッチ3-7により「0」に変更できます。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F列
行

0 0 2 0

0 0 3 0

0 0 4 0

0 0 5 0

0 0 6 0

0 0 7 0

0 0 8 0

0 0 A 0

0 0 9 0

0 0 B 0

0 0 C 0

0 0 D 0

0 0 E 0

0 0 F 0
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漢字コード表　― 全角文字（JIS第1水準） ―

第1
　バイト

第2
　バイト

31

33
32

36

34
35

37

39
38

3A

41
40

3E
3F

42
43

45
44

4D

4F

21 22 23 24 2625 27 28 2A29 2B 2C 2D 2E 2F 30 31 3332 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 403F 41 42 43 44 45 46 47 48 4A49 4B 4C 4D

21
22
23
24
25
26
27
28
29
2A
2B
2C
2D
2E
2F
30

3B

3D
3C

46
47
48
49
4A
4B
4C

4E
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6A 6B 7574 76 78 79 7A 7B 7D73 7C 7E4E 4F 5150 52 53 54 55 5756 58 59 5A 5B 5C 5D 5E 5F 60 61 62 63 64 65 66 6867 69 6C 6D 6E 6F 70 71 72 77
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漢字コード表　― 全角文字（JIS第2水準） ―

第1
　バイト

第2
　バイト

21 22 23 24 2625 27 28 2A29 2B 2C 2D 2E 2F 30 31 3332 34 35 36 37 38 39 3A 3B 3C 3D 3E 403F 41 42 43 44 45 46 47 48 4A49 4B 4C

50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
5A

4D

74
73
72
71
70
6F
6E
6D
6C
6B
6A
69
68
67
66
65
64
63
62
61
60
5F
5E
5D
5C
5B
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6A 6B 7574 76 78 79 7A 7B 7D73 7C 7E4E 4F 5150 52 53 54 55 5756 58 59 5A 5B 5C 5D 5E 5F 60 61 62 63 64 65 66 6867 69 6C 6D 6E 6F 70 71 72 77
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テスト印字サンプル
（40%に縮小しています）
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（以下省略）
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制御コード表
以下の制御コード表の詳細については、別売の『日本語シリアルプリンタ言語201PLリファレンスマニュ
アル』をご覧ください。

基本制御コード表

分　類 コード 16進数 機能概要 機能の有無

印字 CR 0D 印字し復帰 ○

改行 LF 0A 1行改行 ○

水平タブの実行 HT 09 水平タブ位置へ移動 ○

垂直タブの実行 VT 0B 垂直タブ位置へ移動 ○

改ページ FF 0C 改ページ ○

倍角文字モード
および
キャラクタモード

SO 0E
倍角文字モード設定（8ビットコード）

○
カタカナモード設定（7ビットコード）

SI 0F
倍角文字モード解除（8ビットコード）

英数モード設定（7ビットコード）

DC2 12
無効（8ビットコード）

○
倍角文字モード設定（7ビットコード）

DC4 14
無効（8ビットコード）

倍角文字モード解除（7ビットコード）

キャンセル CAN 18 バッファの印字データをキャンセル ○

セレクト/ディセレクト
DC1 11 セレクト状態にする

○
DC3 13 ディセレクト状態にする

VFUの設定
GS 1D VFUの設定開始

○
RS 1E VFUの設定終了

n行改行
US 1F

0～72行改行 ○

VFUの実行 VFUの実行 ○

外字の登録終了 EOT 04 外字の登録終了 ○
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拡張制御コード表

分　類 コード 16進数 機能概要 機能の有無

印字モード

ESC N 1B 4E HSパイカモード設定

○

ESC H 1B 48 HDパイカモード設定

ESC Q 1B 51 コンデンスモード設定

ESC E 1B 45 エリートモード設定

ESC P 1B 50 プロポーショナルモード設定

ESC K 1B 4B 漢字（横印字）モード設定

ESC t 1B 74 漢字（縦印字）モード設定

HSパイカモード
ESC n 0 1B 6E 30 NHSパイカモード設定

○
ESC n 1 1B 6E 31 SHSパイカモード設定

キャラクタモード

ESC $ 1B 24
カタカナモード設定（8ビットコード）

○

英数モード設定（7ビットコード）

ESC & 1B 26
ひらがなモード設定（8ビットコード）

ひらがなモード設定（7ビットコード）

ESC # 1B 23
無効（8ビットコード）

CGグラフィックモード設定（7ビットコード）

スクリプト
文字モード

ESC s 1 1B 73 31 スーパスクリプト文字モード設定

○ESC s 2 1B 73 32 サブスクリプト文字モード設定

ESC s 0 1B 73 30 スクリプト文字モード解除

外字
ESC + 1B 2B 外字（24×24ドット）の登録＊1

○
ESC ＊ 1B 2A 外字（16×16ドット）の登録＊1

ダウンロード文字

ESC l 1B 6C ダウンロード文字の登録＊2

○
ESC l + 1B 6C 2B ダウンロード文字印刷

ESC l － 1B 6C 2D プリンタ内蔵文字印刷

ESC l 0 1B 6C 30 ダウンロード文字クリア

文字の拡大 ESC e 1B 65 縦横拡大率指定＊3 ○

キャラクタリピート ESC R 1B 52 キャラクタリピート ○

強調印字モード
ESC ! 1B 21 強調印字モード設定

○
ESC ” 1B 22 強調印字モード解除

アンダライン/
オーバライン

ESC X 1B 58 ライン印字モード設定

○
ESC Y 1B 59 ライン印字モード解除

ESC _ 1B 5F ラインの指定

FS 0 4 L 1C 30 34 4C ラインの太さの指定

＊1 登録できる文字数は256文字です。
＊2 登録できるダウンロード文字数は128文字です。
＊3 設定できる拡大率は縦横とも1～4倍、6倍および8倍です。
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分　類 コード 16進数 機能概要 機能の有無

ドラフトモード
ESC d 0 1B 64 30 ドラフト（高速印字）モード設定

○
ESC d 1 1B 64 31 ドラフト（高速印字）モード解除

ドットスペース

ESC [00]H 1B 00 0ドットスペース

○

ESC [01]H 1B 01 1ドットスペース

ESC [02]H 1B 02 2ドットスペース

ESC [03]H 1B 03 3ドットスペース

ESC [04]H 1B 04 4ドットスペース

ESC [05]H 1B 05 5ドットスペース

ESC [06]H 1B 06 6ドットスペース

ESC [07]H 1B 07 7ドットスペース

ESC [08]H 1B 08 8ドットスペース

FS w 1C 77 固定ドットスペース

ドット列
印字モード

ESC S 1B 53 8ビットドット列対応グラフィック印字モード

○

ESC I 1B 49 16ビットドット列対応グラフィック印字モード

ESC J 1B 4A 24ビットドット列対応グラフィック印字モード

ESC V 1B 56 8ビットドット列リピートモード

ESC W 1B 57 16ビットドット列リピートモード

ESC U 1B 55 24ビットドット列リピートモード

ESC F 1B 46 ドットアドレッシング

ドット対応グラフィ
ックドット数

ESC D 1B 44 コピーモード設定
○

ESC M 1B 4D ネイティブモード設定

印字方向
ESC > 1B 3E 片方向印字モード設定

○
ESC ] 1B 5D 両方向印字モード設定

水平タブ

ESC ( 1B 28 水平タブセット

○ESC ) 1B 29 水平タブ部分クリア

ESC 2 1B 32 水平タブオールクリア

簡易VFU ESC v 1B 76 VFUのセット ○

マージン
ESC L 1B 4C レフトマージン設定

○
ESC / 1B 2F ライトマージン設定

漢字半角文字の
縦印字モード

ESC h 1 1B 68 31 漢字半角文字の縦印字モード設定

○ESC h 0 1B 68 30 漢字半角文字の縦印字モード解除

ESC q 1B 71 漢字半角の組文字縦印字モード設定

倍率設定と縮小文字
の組文字

FS m 1C 6D 倍率設定＊

○
FS P 1C 50 縮小文字の組文字印刷モード設定

＊ 設定できる倍率は縦横とも1/2倍、1～4倍、6倍および8倍です。
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分　類 コード 16進数 機能概要 機能の有無

漢字文字幅と
漢字文字サイズ

FS A 1C 41 漢字文字幅3/20インチ、漢字文字サイズ10.5ポ
イント

○

FS B 1C 42 漢字文字幅1/5インチ、漢字文字サイズ10.5ポ
イント

FS C 1C 43 漢字文字幅1/6インチ、漢字文字サイズ9.5ポイ
ント相当

FS D 1C 44 漢字文字幅2/15インチ、漢字文字サイズ9.5ポ
イント相当

FS F 1C 46 漢字文字幅1/10インチ、漢字文字サイズ7ポイ
ント相当

FS G 1C 47 漢字文字幅1/6インチ、漢字文字サイズ12ポイ
ント相当

漢字文字幅 FS p 1C 70 漢字文字幅の切り替え ○

漢字文字サイズ FS 0 4 S 1C 30 34 53 漢字文字サイズの切り替え ○

改行幅

ESC A 1B 41 1/6インチ改行モード設定

○ESC B 1B 42 1/8インチ改行モード設定

ESC T 1B 54 n/120インチ改行モード設定

改行方向
ESC f 1B 66 順方向改行モード設定

○
ESC r 1B 72 逆方向改行モード設定

シートフィーダ制御

ESC a 1B 61 排出後吸入（シートフィーダ装着時）
○

ESC b 1B 62 排出（シートフィーダ装着時）

FS f 1C 66 ホッパの切り替え ×

ANK文字フォント
ESC O 1B 4F ANK文字フォントの切り替え

○
FS 0 6 F 1C 30 36 46 文字フォントの選択

漢字フォント ESC O 1B 4F 漢字フォント（漢字カードのフォント）の切り
替え ○

カラー ESC C 1B 43 カラーの切り替え ○

文字修飾 FS c 1C 63 文字修飾の設定または解除 ○

ソフトウェア
リセット ESC c 1 1B 63 31 初期状態にリセット ○
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インジケータ表示と操作一覧

パラメータ
設定状態印字

ESC O 1で選択
できるフォント

蜷 蜻

蜻 蜷

蜷

▼

▼

▲

▲
▼

▲
▼

▲
▼

ESC O 2で選択
できるフォント

蜻 蜷

▼

▲

▲
▼

▲
▼

▲
▼

カット紙の
用紙長指定

蜻 蜷

▲
▼

クワイエット
印字

蜻 蜷

蜻 蜷

カット紙の
用紙長指定

▼

カット紙の
用紙長指定

蜻 蜷

▼

▲
▼

メモリスイッチ
設定状態印字

メモリスイッチ
1-1

メモリスイッチ
1-2

メモリスイッチ
4-8

蜷 蜻

蜻 蜷

蜷

▼

蜻 蜷 蜻 蜷

▲
▼

▲
▼

▲
▼

▲
▼

ハガキ
モード

　　：機能選択スイッチを押す

　　：印刷可スイッチを押す

蜷　：蜷スイッチを押す

蜻　：蜻スイッチを押す

▲　：▲スイッチを押す

▼　：▼スイッチを押す

　　：交互点滅表示

蜻 蜷

カット紙の
用紙長

＊カット紙の用紙長指定が有効のときのみ表示されます。

蜻 蜷

▼

▲

▲
▼

▲
▼

▲
▼

ディセレクト状態

機能選択

印刷可

印刷可

機能選択終了

印刷可

印刷可

設定変更終了

電源OFF状態

＋
電源ON

印刷可

印刷可

＊

罫線ぞろえ
確認印字

HDモードの
罫線ぞろえ

蜷 蜻

蜻 蜷

蜷

▼

NHSモードの
罫線ぞろえ

蜻 蜷

SHSモードの
罫線ぞろえ

蜻 蜷

▼

▲

▲
▼

▲
▼

▼

▲

▲
▼

▲
▼

機能選択
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 用語解説
USB
Universal Serial Busの略。キーボード、マウス、ス
ピーカ、モデム、プリンタなどの周辺機器とコン
ピュータの間の接続をすべて同じコネクタとケーブル
で統一しようとするためのインタフェース。USBで接
続するとコンピュータ本体の電源を入れたままケーブ
ルの抜き差しができるなど利点が多い。

VFU
Vertical Format Unit。用紙送り（改行幅）を制御して、
表などの作成を容易にするためのフォーマット。

五十音順

印字範囲
プリンタ用紙に印字ができる限界のこと。用紙の上下
および左右の余白部分を除いた印字可能領域を指す。

印字方向
印字ヘッドが印字するときの移動方向。本プリンタで
は印字ヘッドは左→右、右→左と両方向に移動しなが
ら印字することができる。通常の設定では、両方向最
短印字を行う。クワイエット印字、強調印字、縦拡大
印字では、片方向印字と両方向最短印字の混成方式と
なる。

印字モード
印字される文字の文字幅を決定する。印字モードに
は、HDパイカモード、NHSパイカモード、エリート
モード、コンデンスモード、プロポーショナルモー
ド、漢字モードがある。

エリート
印字モードの一つ。エリート文字は25.4mm（1インチ）
に12文字入る。

外字
漢字コード表などに記載されていない2バイト系の文字
や記号のこと。ユーザが自由にデザイン、登録して使
用することができる。

解像度
プリンタが文字や画像を印刷するときの細かさのこ
と。25.4mm（1インチ）当たりのドット数で表す（記述は
DPI）。

英数字
1バイト系文字
1バイト（8ビット）で表現される英字、数字、カタカナ
などの文字。

201PL
NECのシリアルプリンタ用標準コードのこと。

2バイト系文字
2バイト（16ビット）で表現される漢字をはじめとする各
種文字。

ANK（アンク）文字
1バイトで表現される文字。
記号を含む英字（Alphabet）、数字（Numeric）、カナ
（Kana）の総称。

CR
Carriage Return キャリッジリターンの略。プリンタの
制御コード（コマンド）のひとつ。

DC1
Device Control 1（デバイスコントロール1）。制御コー
ドの一つ。プリンタはこのコードを受け取るとセレクト
状態になる。

DC3
Device Control 3（デバイスコントロール3）。制御コー
ドの一つ。プリンタはこのコードを受け取るとディセレ
クト状態になる。

DPI
Dots Per Inchの略。プリンタの解像度などを表す記
述。25.4mm（1インチ）当たりのドット数。（→解像度）

ESC O 1、ESC O 2
フォントを選択するための制御コード。

HD
High Density。パイカモードの印字が高密度であること
を表す。

NHS
Normal High Speed。パイカモードの印字スピードが
速いことを表す。

SHS
Super High Speed。パイカモードの印字スピードが
HNSよりさらに速いことを表す。
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拡張制御コード
制御コードのうち、ESC（1BH）､ FS（1CH）､ のよう
に、あとに続くコードと組み合わせて機能を表すコー
ドをいう。

片方向印字
印字ヘッドの移動方式の一つ。印字ヘッドが左→右方
向に移動するときだけ印字が行われる。縦罫線などの
印字位置をきれいにそろえて印字するときに適してい
る。

紙づまり
用紙がつまってプリンタが動作しなくなった状態をい
う。

基本制御コード
制御コードのうち、CR（0DH）､ LF（0AH）のように単独
で機能を表すコード。

逆方向改行
用紙を印字位置に対して上から下へ引き下げる方向で
改行する用紙送り方式。

混在印字
同一行に異なる印字モードの文字を印字すること。

コンデンス
印字モードの一つ。コンデンス文字は25.4mm（1イン
チ）に17文字入る。

順方向改行
用紙を印字位置に対して下から上に引き上げる方向で
改行する用紙送り方式。通常は順方向改行。

セレクト状態
プリンタがデータを受信できる状態のこと。

センタリング（印字ヘッドの）
印字ヘッドがプリンタ中央に移動すること。

ダウンロード文字
プリンタに内蔵された文字やフォントカード内の文字
以外の1バイト系文字のこと。使用するときは、コン
ピュータの命令により文字データをプリンタのメモリ
にいったん記憶させる（登録する）必要がある。

坪量
用紙の重さを表す単位。1m2（1枚）あたりのグラム数を
いう。単位はg/m2。

ディセレクト状態
プリンタがデータを受信できない状態のこと。

パイカ
印字モードの一つ。パイカ文字は25.4mm（1インチ）に
10文字入る。印字スピードや印字密度によって、HDパ
イカ、NHSパイカに分けられる。

バッファフル印字
プリンタ内のバッファ（行メモリ）に印字データを蓄
え、このバッファがいっぱいになったときに印字動作
を開始する印字方法。

ビットマップフォント
四角いマスの集合体（例えば24×24個のマス）でデザイ
ンされている文字セット。文字を拡大すると一つ一つ
のマスがそのまま拡大されるため、拡大文字の輪郭が
ぎざぎざになる。

フォント
同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号また
その他のシンボル等の集合。

復帰改行
印字ヘッド（または印字位置）が行の端に移動し、さら
に用紙が1行分送られること。

プリンタケーブル
コンピュータとプリンタを接続するケーブル。インタ
フェースケーブルとも呼ばれる。

プロポーショナル
印字モードの1つ。プロポーショナル文字は文字の影に
あって文字幅が異なるため、25.4mm（1インチ）に入る
文字数は一定しませんが、文字と文字の間隔がきれい
にそろいます。

ポイント（文字の）
印字される活字の大きさの記述で、1ポイントは約
0.35mm（1/72インチ）。

メモリスイッチ
不揮発性メモリを利用してプリンタのさまざまな設定
を行うスイッチ。機械的にON／OFFを切り替えるス
イッチではなく、電気的に切り替えるスイッチ。

両方向最短印字
印字ヘッドの移動方式の一つ。1行分の印字を終了して
次の行の印字にとりかかる際、印字ヘッドは現在の位
置からみて行頭か行末かどちらか近い方へ移動して、
そこから行の中心に向かって印字する。印字ヘッドの
移動時間が短くなり、印字の能率が上がる。

連量
用紙の重さを表す記述。一般に788×1091mm（四六
判）のサイズの用紙1000枚当たりの重さをいう。
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電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装置は、
家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受
信障害を引き起こすことがあります。
本書に従って正しい取り扱いをしてください。
ただし、オプションのLANアダプタを搭載した場合には、クラスA情報装置の基準になります。その場合、この装置を
家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な処置を講じるよう要求され
ることがあります。

漏洩電流自主規制について

本装置は、社団法人電子情報技術産業協会（社団法人日本電子工業振興協会）のパソコン業界基準（PC-11-1988）に適合
しています。

電源の瞬時電圧低下対策について

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として
は、交流無停電電源装置などを使用されることをお勧めします。
（社団法人電子情報技術産業協会（社団法人日本電子工業振興協会）のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイ
ドラインに基づく表示）

海外でのご使用について

本装置は、日本国内仕様のため海外でご使用になる場合、NECの海外拠点で修理することはできません。また、日本国
内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。したがって、本装置を
輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償などの問題が発生することがあっても、
当社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。


